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選挙の投票所が
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～今夏の参議院議員選挙から～
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部 制 を 導 入 し ま し た

議会

町長 副町長

教育
委員会 教育長 教育委員会

事務局

都市政策部

住民福祉部

総　務　部

会計管理者 会　計　課

住民福祉課

国保健康課

子育て支援課

介護支援課

学校教育課

社会教育課

学校給食共同調理場

議会事務局

監査委員事務局

総　務　課

財　政　課

企　画　課

税　務　課

（選挙管理委員会）
（固定資産評価審査委員会）

都市整備課

地域振興課

環　境　課

上下水道課

（農業委員会）

〈４月１日～５月31日までの行政組織機構図〉

が変わります。
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議会

町長 副町長

教育
委員会 教育長 教育委員会

事務局

都市政策部

住民福祉部

総　務　部

会計管理者 会　計　課

学校教育課

社会教育課

学校給食共同調理場

議会事務局

監査委員事務局

議会事務に関することなど

出納に関することなど

学校給食、共同調理場の管理などに
関すること

社会教育全般の計画・社会教育施設
の管理に関すること

＊本稼働は7月１日から

総合窓口課

子ども未来課

介護福祉課

健康づくり課 健康増進・母子保健・予防接種などに
関すること

子育て支援・保育所・幼稚園などに
関すること

税諸証明・戸籍・住民基本台帳・外国
人登録・火葬認可・児童手当・国保・
年金・住居表示（案内）などに関すること

介護保険・高齢者福祉・障がい者福祉・
生活保護などに関すること

（農業委員会）

都市整備課

地域振興課

環境生活課

上下水道課 上下水道の拡張及び維持管理など
に関すること

一般・産業廃棄物、公園等緑地及び
施設の維持管理、公害、畜犬などに
関すること

農林業の振興及び指導、中小企業
及び商工団体に関すること

都市計画、道路・水路の整備と維持管
理、交通安全施設設置・住居表示（計画
・策定）・建築確認・土地開発などに関
すること

学校及び幼稚園の財産の管理・学童
保育・言語通級教室などに関すること

（選挙管理委員会）
（固定資産評価審査委員会）

総　務　課

経営政策課

税　務　課

協働のまちづくり課

収　納　課

庶務・人事・選挙・法制・契約・町の財産
管理に関することなど

町の予算編成・総合計画・広域行政・
行財政改革推進・電子情報の管理推
進などに関すること

住民税・固定資産税・軽自動車税など
に関すること

町税などの徴収・管理に関すること

協働のまちづくり・男女共同参画の推
進・地域コミュニティ・区長会・防災・情
報公開・広報・広聴などに関すること

〈６月１日～　行政組織機構図〉

役場の行政組織
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変 わります。変 わります。変 わります。
第１投票所

Ｊ
Ｒ
香
椎
線

大川保育所

農協

大川小学校

伊賀駅

大川幼稚園

大川橋

薬師大橋

多々良川

粕屋東中学校

第２投票所

仲原小学校
仲原保育所

仲原幼稚園

一方通行

粕屋中学校 須
恵
川

寄附禁止の
ルールを守って
明るい選挙を
実現しましょう。

秘書などが代理で出席
する場合の葬式の香典

葬式の
花輪、供花

町内会の集会や旅行などの
催物への寸志や飲食物の差入れ

入学祝・卒業祝

お中元やお歳暮

有権者が求めることも禁止。有権者が求めることも禁止。有権者が求めることも禁止。

受け取らない！

第３投票所

西部ガス

サンレイク
かすや

長者原駅

Ｊ
Ｒ
香
椎
線

ＪＲ福北ゆたか線

花ヶ浦
粕屋町役場前
交差点

駕
与
丁
公
園

マンション

旧岩田屋産業
グラウンド

粕屋町役場粕屋町役場

第６投票所

阿恵公園

九大附属農場

福岡東環状線

西幼稚園

ＪＲ福北ゆたか線

粕屋仲原
郵便局

阿恵橋

須恵川

扇橋

県道6
07号（

福岡・篠
栗線）

粕屋西小学校

第５投票所

粕屋中央
小学校

なかのはら
防災公園

粕屋フォーラム

原町駅

長者原駅

長
者
原
郵
便
局

Ｊ
Ｒ
香
椎
線

ＪＲ福北ゆ
たか線

県道607号（福岡
・篠栗線）

中央保育所

医院

銀行

原町駅前
交差点

第４投票所

粕屋中央
小学校

中央保育所

なかのはら
防災公園

粕屋フォーラム

原町駅

長者原駅

長
者
原
郵
便
局

Ｊ
Ｒ
香
椎
線

粕屋交番

ＪＲ福北ゆ
たか線

県道607号（福岡
・篠栗線）
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選挙の投票所が選挙の投票所が選挙の投票所が選挙の投票所が選挙の投票所が選挙の投票所が選挙の投票所が

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

投 票 区 投票所（予定）

あなたの投票所はここになります。
投票区域（行政区）

　粕屋町の投票所は、現在8か所あります。平成14年までは4か所でしたが、有権者の皆さまの利便性

と投票率の向上を目指して平成15年に8か所に増設しました。

　しかし、期日前投票制度の定着により、多くの方々が期日前投票を利用されるようになったこと、ま

た投票区の見直しにより選挙執行経費の節減が見込まれることなどから、選挙管理委員会で投票区の

見直しが検討されました。

　その結果、来場者の駐車場確保が困難な西保育所と、大川小学校と近接している粕屋東中学校の２

か所を、それぞれ隣接する投票区と統合し、投票所を下記の6か所とすることに決定しましたので、お

知らせします。

　実施は今年7月に予定されている参議院議員選挙からとなります。

　投票所が変わる区域の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

～今夏の参議院議員選挙から～

大隈区、上大隈区、江辻区、朝日区、戸原区、内橋三区、長戸区

酒殿区、甲仲原区、乙仲原東区

花ヶ浦区、駕輿丁区

長者原上区、長者原中区、長者原下区

若宮区、原町区

内橋一区、内橋二区、多の津区、サンライフ区、阿惠区、乙仲原西区、柚須区

大川小学校

仲原小学校

粕屋町役場

粕屋中央小学校

中央保育所

粕屋西小学校

●問い合わせ   粕屋町選挙管理委員会 （☎938ー2311・内線224・225）

政治家が選挙区内の人に、お金や物を
贈ることは、法律で禁止されています。
違反すると罰せられます。
また、有権者が寄附を求めることも
禁止されています。

贈らない！ 求めない！

病気見舞い

お祭りへの
寄附や差入れ

地域の運動会やスポーツ
大会への飲食物の差入れ

秘書などが代理で
出席する場合の
結婚祝

落成式、開店祝
の花輪

政治家の寄附は禁止。政治家の寄附は禁止。政治家の寄附は禁止。

（変更になる区域）
・大隈区、上大隈区、江辻区、朝日区　　粕屋東中から大川小学校へ変更
・乙仲原西区、柚須区　　　　　　　　　西保育所から粕屋西小学校へ変更

※その他の区域の方は、投票所はいままでどおり変更ありません。
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まい　　　　　　　　　　　こた 

け
い
こ

文化祭バザー風景 

　このコーナーでは、あなたの 
まわりの身近な出来事や話題を 
待っています。 
　電話で結構です。粕屋町広報 
広聴係まで。 

　

３
月
５
日
（
金
）、
粕
屋
中
央
小
学

校
（
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校　

研
究

推
進
校
に
指
定
）
で
「
献
血
ふ
れ
あ

い
学
習
」
が
開
催
さ
れ
、
同
校
の
５

年
生
１
０
２
人
が
福
岡
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
「
献
血
」

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

福
岡
県
で
は
献
血
者
数
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、
特
に
若
年
層
の
献
血
者

数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青

少
年
を
対
象
に
「
献
血
の
必
要
性
と

重
要
性
」
を
学

ぶ
機
会
を
設
け
、

将
来
の
献
血
者

を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
特

別
授
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
献

血
バ
ス
で
献
血

の
雰
囲
気
を
体
験
し
た
り
、
献
血
運

搬
車
で
運
ば
れ
る
採
血
用
の
袋
に
入

っ
た
血
液
（
偽
液
）
を
手
で
触
れ
、

初
め
て
の
体
験
に
不
安
そ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
教
室
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、

献
血
さ
れ
た
血
液
が
命
を
救
う
の
に

い
か
に
大
事
か
と
い
う
こ
と
を
知
る

と
一
変
、
引
き
締
ま
っ
た
表
情
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
　

講
話
の
終
わ
り
に
は
、「
献

血
を
必
要
と
す
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
今
日
学
ん
だ
こ
と

を
思
い
出
し
、
18
歳
以
上
に
な

っ
た
ら
献
血
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
か
ら
は
、「
献
血

を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、

献
血
の
大
切
さ
や
助
け
合
い
の

心
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

特別授業 

「献血ふれあい学習」
特別授業 

「献血ふれあい学習」
特別授業 

「献血ふれあい学習」

福岡魁誠高校２年生の皆さんに感謝福岡魁誠高校２年生の皆さんに感謝福岡魁誠高校２年生の皆さんに感謝
　３月12日（金）、同校２年の代表者から、１月に同校で行わ

れた文化祭バザー収益金の一部５,８４３円と「明
るいまちづくり頑張ってください」との応援メッ
セージをいただきました。 
　篠﨑町長は、「若い皆さんの温かいお気持ちに
心から感謝いたします。これからも明るく住み良
いまちづくりに邁進します。」と応えられました。 

　

３
月
14
日
（
日
）、
第
24
回
糟

屋
中
部
地
区
少
年
剣
道
大
会
が

久
山
町
山
田
小
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

粕
屋
町
・
久
山
町
・
篠
栗
町
・

新
宮
町
か
ら
33
チ
ー
ム
約
１
６

０
人
が
参
加
し
、
小
学
生
低
学

年
の
部
・
高
学
年
の
部
、
中
学

生
の
部
の
３
部
門
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
低
学
年

の
部
で
は
、
粕
屋
西
剣
友
会
が

決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、
惜
し

く
も
接
戦
の
末
敗
れ
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。
同
剣
友
会
で
大

準優勝と３位を喜ぶ粕屋西剣友会の選手の皆さん 

準
優
勝　

粕
屋
西
剣
友
会 

糟
屋
中
部
地
区
少
年
剣
道
大
会 

将
を
務
め
た
納
富
竜
司
く
ん

（
粕
屋
西
小
３
年
）
は
「
決
勝
で

負
け
た
の
は
悔
し
い
が
、
週
３

回
の
稽
古
を
み
ん
な
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
き
た
結
果
が
出
て
う

れ
し
い
。」
と
試
合
後
笑
顔
で
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
大
川
剣
友

会
Ａ（
低
学
年
の
部
）
と
粕
屋
西

剣
友
会
（
高
学
年
の
部
）
が
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
で
３
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。【選手】

高学年（後列左から）西田・納富（友）・岩田・田嶋
低学年（前列左から）牟田・大島・納富（竜）・酒井

大人になっ
たら協力を
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こ
た

　

３
月
30
日
（
火
）
に
長
者
原
下

区
の
渋
田
秀
摩
さ
ん
が
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

渋
田
さ
ん
は
、
ご
家
族
や
看
護

師
さ
ん
の
見
守
り
の
も
と
、
元
気

に
療
養
生
活
を
お
く
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

百
歳
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

篠
﨑
町
長
と
西
村
社
会
福
祉
協
議

会
長
が
入
院
先
を
訪
問
し
、「
百

歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
す

と
、
喜
び
を
満
面
に
浮
か
べ
、
手

を
上
げ
て
応
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

サンレイクかすや
東側のさくらを
ライトアップ

　3月26日（金）～4月4日（日）の間、サンレイクかすや東
側の福岡東環状線沿いの
「さくら」にライトアップ
を試みました。
　多くの花見客は、みごと
な満開の「夜桜」の下で記
念撮影をされていました。

　３月29日（月）、ドッジボール寄贈の
ため、西部ガスエネルギー株式会社　
遠藤恭介社長が篠﨑町長を訪問されま
した。これは、粕屋町の子どもたちの
健全育成とドッジボールの普及を願い
寄贈されたものです。
　３月20日（土）には、かすやドーム
で「西部ガスエネルギーカップドッジボ
ール大会ｉｎかすや」が開催され、多く
の子どもたちが熱戦を繰り広げました。
　寄贈されたドッジボールは町内の小
学校に配布され、また地域への貸出し
用として教育委員会（社会教育課）に保
管もされます。

西部ガスエネルギーより
ドッジボール寄贈

西部ガスエネルギーより
ドッジボール寄贈

西部ガスエネルギーより
ドッジボール寄贈

百
歳

鶴寿のお祝い
長者原下区の渋田秀摩さん 
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は
ぐ
く 

　

４
月
４
日
（
日
）、
粕
屋
町
消
防

団
の
入
退
団
式
が
好
天
の
も
と
、
粕

屋
中
央
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
団
長
交
代
の
年
で
、
４
年

間
、
副
団
長
・
団
長
と
し
て
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
し
た
因 

義
治
氏
が
退

団
さ
れ
、
青
木
善
秀
副
団
長
が
団
長

に
、
江
辻
区
の
因 

哲
也
氏
が
副
団

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
18

名
の
方
々
が
退
団
さ
れ
、
新
た
に
８

名
の
方
々
が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
団
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、
長
い

　

粕
屋
町
教
育
委
員
会
は
、
平
成
21

年
度
の
児
童
善
行
表
彰
を
行
い
ま
し

平成22年度 消防団役員名簿 

本部分団 

第１分団 

第２分団 

第３分団 

第４分団 

第５分団 

第６分団 

第７分団 

第８分団 

第９分団 

第10分団 

第11分団 

第12分団 

第13分団 

西 垣 彰 博

濱 近 忠 雄

斉 藤 文 吾

中 原 英 行

長 　 正 次

松 永 英 信

岡 田 孝 行

松 元 真一郎

木 場 洋 介

伴 　 重 昭

西 嶋 裕 久

小 西 義 浩

安河内 洋 次

安 武 直 樹

青 木 善 秀

因 　 哲 也

杉 野 公 彦

分団名 

役職名 分 団 長  

団 　 長  

副 団 長  

氏 　 名  

平
成
22
年
度 

粕
屋
町
消
防
団
入
退
団
式
開
催

間
の
消
防
団
活
動
ほ
ん
と
う
に
、
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
新
入
団

員
の
皆
さ
ん
先
輩
団
員
の
指
導
を
良

く
聞
い
て
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

消
防
団
の
目
的
は
、
地
域
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
組
織
さ
れ

た
団
体
で
す
。

　

今
現
在
、
消
防
団
員
へ
の
加
入
者

が
少
な
く
、
日
ご
ろ
の
消
防
団
活
動

に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
崇
高

な
目
的
達
成
の
た
め
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

大
川
小
学
校
６
年
生 

「
校
内
の
落
ち
葉
の
自
主
的
清
掃
」 

教
育
委
員
会
善
行
表
彰 

た
。 

　

当
初
６
年
生
の
女
子
５
名
程
度
で

始
め
た
毎
日
の
始
業
前
20
分
の
落
ち

葉
清
掃
が
徐
々
に
参
加
者
が
増
え
、

そ
れ
が
６
年
生
全
体
の
取
組
に
な
り
、

一
年
中
落
ち
葉
の
な
い
奇
麗
な
校
内

が
保
た
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

大
川
小
学
校
は
、
サ
ク
ラ
や
イ
チ

ョ
ウ
な
ど
の
樹
木
が
多
数
あ
り
、
そ

れ
ら
の
落
ち
葉
を
、
委
員
会
活
動
や

当
番
活
動
で
は
な
く
自
主
的
に
一
人

一
人
が
奉
仕
の
精
神
で
継
続
し
て
清

掃
し
、
そ
の
姿
が
下
級
生
の
愛
校
心

を
育
む
良
き
模
範
と
な
り
ま
し
た
。 

駕与丁公園内の「せせらぎ水路」に
　　　　　ホタルの幼虫を放流しました
　３月16日（火）、駕与丁公園内の下水道再生処理施設横の「せ
せらぎ水路」に、ホタルの幼虫を放ちました。
 　当日は、昨年に続き町内の４つの保育園児約230名が参加
し、粕屋町環境課の職員から、ホタルの一生について説明を受
けた後、５月末～６月上旬に光を放って舞うホタルを楽しみに、
コップに入ったホタルの幼虫1,000匹を水路に放流しました。

庁
舎
前
に
時
計
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

庁
舎
前
に
時
計
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　３月上旬にさくら通り（九州自
動車道駕与丁跨道橋～若宮交差点
間）の粕屋町役場庁舎側に、時計
が設置されました。 
　町民の皆さまが、ジョギング・
ウォーキングなどされる際に、ご
利用ください。 

新団長 青木善秀氏 

新副団長 因 哲也氏 

退団された 
旧団長 因 義治氏 
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　保険料は、20歳から60歳になるまでの40年間納めます。老齢基礎年金 
を受けるためには、この間に最低25年以上の受給資格期間が必要です。 

国民年金保険料は 
忘れずに納めましょう 

◆納付書で納める（22年度額）◆納付書で納める（22年度額）
　年金事務所から送付される納付書で、各金融機関・郵便局・コンビニなどで納めることができます。

　納付書には、「１年前納」「半年前納」の納付書も付いています。また、希望する月からの年度分の

前納もできますので、年金事務所に申し出てください。前納すると保険料が割り引かれます。

　保険料を納付書で毎月納めると、15,100円×12か月＝181,200円ですが・・・

◎１年前納した場合 

177,980円（3,220円割引） 
 

◎半年前納した場合 

半年額 89,860円（半年分で740円割引） 
 

◆口座振替で納める（22年度額）◆口座振替で納める（22年度額）
　口座振替にすると保険料を納めに行く手間が省けるばかりか、納め忘れによって年金が受けられな

くなることもありません。

　申込みは、各金融機関・郵便局・年金事務所の窓口で…

　保険料を口座振替で毎月納めると、15,100円×12か月＝181,200円ですが・・・

　付加年金とは、定額の保険料に月額４００円を上乗せして納めた人が、納めた月数×２００円の額を

老齢基礎年金に加算されて受け取ることができるものです。 

　たとえば20年間付加保険料を納めると、納める額は総額９６,０００円ですが、 

　年額　４８,０００円（20年×12月×200円） 
　が基礎年金に加算されて受け取れます。 

※付加年金は国民年金第１号被保険者だけの制度です。 

（国民年金基金の加入者や国民年金保険料の免除適用者は、付加保険料を納めることはできません。） 

◎毎月早割（当月分を当月引落し）で納めた場合 

15,050円×12か月＝180,600円（600円割引） 
 
◎１年前納した場合 

177,400円（3,800円割引） 
 

◎半年前納した場合 

半年額 89,570円（半年分で1,030円割引） 
 

ご存知ですか 付 加 年 金 保険料の額は月額 ４００円 

●問い合わせ　年金ダイヤル ☎0570(05)1165又は東福岡年金事務所 ☎(651)7129 
　　　　　　　粕屋町国保健康課年金係 ☎(938)2311 内線 443、444 
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後期高齢者医療制度に加入している皆さんへ 

後期高齢者医療制度の保険料についてお知らせします 
　後期高齢者医療制度の保険料率は２年に一度改正することとされており、制度開始以来、初めての保
険料率の改正を行いました。 
　その結果、平成22年度及び平成23年度の所得割率と均等割額は以下のとおりとなります。 

　保険料は被保険者ごとに計算されます。 
　被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、被保険者の総所得金額等（※注）に応じて負担する
「所得割額」との合計額が保険料となります。 

　世帯（※注１）の所得の状況などに応じて、保険料の軽減措置が行われます。 
　軽減の内容は以下のとおりです。 

※注 「総所得金額等」とは、前年中の「公的
年金等収入－公的年金等控除」、「給
与収入－給与所得控除」、　「事業収
入－必要経費」等の合計額で、各種所
得控除前の金額です。 

均 等 割 額

所 得 割 率

賦 課 限 度 額

平成22・23年度
５２,２１３円
９.８７％
５０万円

平成20・21年度

５０,９３５円

９.２４％

５０万円

増　減

１,２７８円増

０.６３ポイント増

増減なし

保険料額の算出方法

平成22年度の保険料軽減措置

保険料額 
（年額） 

均等割額 
52,213円 

所得割額 
〔総所得金額等ー33万円〕×9.87％ 

（所得割率） 

○均等割額の軽減額 

○所得割の軽減 

○後期高齢者医療制度に加入する前日までに、被用者保険（国民健康保険・国民健康 
　保険組合は該当しません）の被扶養者であった方の保険料の特例 

均等割額 
軽減割合 

９割軽減

５割軽減

２割軽減

８.５割軽減 
（※注２） 

＝ ＋ 

５,２２１円

７,８３１円

２６,１０６円

４１,７７０円

軽減後の均等割額
（年額）

３３万円（基礎控除額）以下 

※注１　「世帯」とは、４月１日時点の世帯（年度途中で75歳になる方、県外から転入された方等はその時点）が基準となります。
※注２　原則は「７割軽減」ですが、平成22年度も特別措置により「8.5割軽減」に拡充されます。
※注３　「軽減対象所得金額」とは、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、「公的年金等収入－公的

年金等控除－15万円」となるなど、例外があります。

※　保険料の詳細は、７月に送付予定の「平成２２年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」に記載しますので、ご確認ください。

同一世帯内の被保険者及び世帯主の軽減対象所得 
金額の合計額（※注３） 
 ３３万円（基礎控除額）以下で、被保険者全員が年金 
収入８０万円以下で、その他の所得がないこと 

３３万円（基礎控除額）＋３５万円×被保険者の数以下 

３３万円（基礎控除額）＋２４万5千円×被保険者 
（世帯主を除く）の数以下 

５割軽減 

均等割額が９割軽減されます（所得割額は、かかりません） 

総所得金額等から基礎控除額（33万円）を引いた額が58万円以下
の人（公的年金収入のみの場合、211万円以下の人）

後期高齢者医療被保険者証
（保険証）が更新されます 

　現在の保険証の有効期限は平成22年７月31日までです。
８月１日から使える新しい保険証は、７月下旬にお住まいの
市区町村から郵送します。

●問い合わせ　福岡県後期高齢者医療広域連合　☎６５１－３１１１ 
　　　　　　　粕屋町国保健康課後期高齢者医療係　☎９３８－２３１１ 内線４４２・４４７ 
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　後期高齢者医療広域連合から、被保険者の方を対象に健康審査の受診票とお知らせが4月下旬に

送付されています。昨年までは医療機関のみでの受診でしたが、今年度から、下記のとおり、粕屋

町健康センターでの集団健診日にも受診できるようになりました。各種がん検診も同時に受けるこ

とができます。予約制となっておりますので、下記予約受付期間にご予約ください。予約の際には

受診票整理番号などをお尋ねいたしますので、お手元に受診票をご用意のうえ、お電話ください。 

上記期間以外は下記問い合わせ先におかけください。 

予約受付期間　５月31日（月）～６月４日（金）9:00～17:00 

健診予約ダイヤル ☎９３８－２４２１ ・　　　・　 ・ ・（にっこり予防に行こう） 
・・・・ 

●健診日 

　　　７月12日（月）・13日（火）・14日（水）、８月21日（土）・22日（日）・23日（月） 

　　　９月27日（月）・28日（火）・29日（水）、10月24日（日）・25日（月）・26日（火） 

　　　いずれの日も受付時間は 8：30～11：00 

　　　※定員がありますので、ご希望に添えない場合もあります。 

●会場　粕屋町健康センター（粕屋町役場裏） 

●実施項目及び自己負担金 

　　　基本健康診査（500円）、胃がん検診（400円）、肺がん検診（100円）、大腸がん検診（200円）、 

　　　結核レントゲン（無料）、前立腺がん検診（200円）、肝炎ウイルス検査（200円） 

　　　※基本健康診査以外は75歳以上の方は無料 

　　　※国保特定健診、がん総合検診、婦人がん検診のご予約も上記期間に受付いたします。 

　　　　お申込がまだの方は、ぜひお電話ください。 

●問い合わせ　粕屋町国保健康課健康推進係 ☎（９３８）２３１１ 内線５２５・５２６ 

後期高齢者健診お申し込みのご案内 

《
み
ん
な
で
創
ろ
う 

  

ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》 

〜
生
涯
学
習
と
社
会
教
育
〜

　

生
涯
学
習
と
社
会
教
育
と
い
う

二
つ
の
言
葉
が
混
同
さ
れ
た
り
、

あ
い
ま
い
に
使
用
さ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
簡
潔
に
区
分
け
を
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
学

習
」
と
は
学
ぶ
人
が
主
体
で
あ
り
、

そ
の
成
果
は
、「
私
」
と
い
う
個

人
の
中
で
起
き
て
い
ま
す
。
一
方
、

「
教
育
」
と
は
教
え
た
り
施
し
た

り
す
る
人
が
主
体
で
あ
り
、
そ
の

成
果
は
「
私
た
ち
」
と
い
う
か
か

わ
り
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
の
各
時
期
に
お
け
る
個
人

の
趣
味
や
関
心
事
で
あ
る
生
涯
学

習
と
一
線
を
画
し
て
、
何
ら
か
の

か
か
わ
り
で
く
く
ら
れ
て
い
る

人
々
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
上
で

必
要
な
こ
と
を
教
え
る
も
の
が
社

会
教
育
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

子
育
て
世
代
と
い
う
人
々
に
、
子

育
て
上
の
基
本
的
な
技
量
を
教
え

る
と
い
っ
た
こ
と
が
社
会
教
育
で
す
。

〜
社
会
教
育
関
係
団
体
と
は
〜

　

社
会
教
育
法
第
十
条
に
、「
社

会
教
育
関
係
団
体
」
と
は
、
公
の

支
配
に
属
し
な
い
団
体
で
社
会
教

育
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
に
は
、
子
ど
も
会
育
成

会
連
絡
協
議
会
、
青
年
団
、
空
と

海
の
会
、
P
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、

婦
人
会
、
体
育
協
会
、
文
化
協
会

と
い
っ
た
か
か
わ
り
を
持
つ
社
会

教
育
関
係
団
体
が
あ
り
、
積
極
的

に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
公
民
館
学
級
も
区

民
と
い
う
か
か
わ
り
の
中
で
の
社

会
教
育
に
な
り
ま
す
。

〜
大
事
な
も
の
は
見
え
な
い
〜

　

心
臓
の
動
き
を
普
段
は
意
識
し

な
い
よ
う
に
、
本
当
に
大
事
な
も

の
は
見
え
ま
せ
ん
。
ふ
れ
あ
い
も

無
く
し
て
そ
の
大
事
さ
に
気
付
か

さ
れ
ま
す
。
ま
ち
の
ぬ
く
も
り
は

ふ
れ
あ
い
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
か
か
わ
り
の
中
で

行
わ
れ
て
い
る
社
会
教
育
が
「
私

た
ち
」
と
い
う
ふ
れ
あ
い
を
創
り

出
し
て
い
ま
す
。

【
社
会
教
育
委
員
の
会
】
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No.71 

子ども会リーダー・指導者研修会を開催子ども会リーダー・指導者研修会を開催
　粕屋町子育連では、平成22年度の子ども会リーダー・子
ども会指導者を対象に平成21年度第4回リーダー研修会を3
月21日（日・祝）に「海の中道青少年海の家」で開催しました。 
　参加者　新年度子ども会リーダー（小学5・6年生）59名、
　　　　　指導者45名、ジュニア・リーダー 27名 
　目　的　「子どもの手による子ども会」の実現に向けての 
　　　　　「子ども会リーダー」、それをサポートする 
　　　　　「子ども会指導者」の研修 
　内　容 
　　午前　ジュニア・リーダー指導のレクリエーション 
　　　　　　（子どもも大人も大いに楽しみました） 
　　午後　子ども会リーダー・子ども会指導者に分かれて研修 
　　　　　「子ども会リーダー」危険予知トレーニング・リーダーの役割 
　　　　　「子ども会指導者」子ども会に対する育成会の役割 

　この研修を受けた子どもたちや指導者の皆さんには、子ども会についての新たな発見・認識を持ち
「子どもの手による子ども会」の実現への活躍を期待しております。 
　また、前日の20日から1泊2日でジュニア・リーダーズクラブ「WAKABA」の研修会を行いました。
新入会員7名を迎え27名の会員が参加して、ジュニア・リーダーの心構え、役割についての研修を行
い、翌日のリーダー研修会に向けレクリエーションなどの最終確認を行いました。 

リーダー研修会の感想 
中央小学校6年　三浦 知拓（長者原上区） 

　僕は、午前中のレクリエーションで思ったことがあり
ます。それはレクリエーションのとき、ジュニア・リー
ダーが一生懸命にルールを説明し、それにゲームは全部
ジュニア・リーダーが計画をしていたということを知っ
たからです。そこで僕はみんなが楽しめるゲームを考え
ていてすごいなあということと、これから自分たちの子
ども会でも同じように計画したいなと思いました。 
　午後の危険予知トレーニングでは、紙に書くことは出

来ても実際にそういう行動が出来ないとダメだということが
分かり、相手のことも考えてしっかり注意できたらいいなと思います。 

　子ども会リーダーの役割と活動についての勉強では、自分たちの子ども会で、
子どもたちで決めた行事をやってみたいと思いました。やれるようにがんばります。 

 
研修会を終えて 

粕屋西小学校5年　大山 祐芽（内橋2区） 
　今日は研修会でいっぱいいろんなことをしました。 
　まず最初にレクリエーションでみんなで遊びました。も
うじゅう狩りやゲームやじゃんけん列車などをし、子ども
から大人の人までいっぱい楽しめました。それで私は、み
んなが分かるようにルールとかを教えてくれるジュニア・
リーダーやシニア・リーダーがすごいと思いました。 
　午後の研修では危険予知トレーニングなどをし、危険な
ところはちゃんと注意したり、はり紙をしたりしないとい
けないことが分かりました。これからはちゃんとＫＹＴを生かしていきたいです。 
　5年生になると子ども会の行事などの計画をしないといけないから、そのときはしっかりがんばりたい
です。 
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　昨年度、福岡県は、子どもたちの運動能力調査のた
め、県下の小・中学校全学年で体力テストを実施しま
した。わが町でも町内全校で実施され、私たち体育指
導委員も町内３校の小学校からの要請で、体力テスト
実施のお手伝いをしました。
　今年も実施する予定だと聞いておりますので要請が
あれば出来るだけの支援をしたいと考えております。
　なお、毎年２回実施しています体力テストも引続き
行って参りますので、出来るだけ多くの町民の皆さん
に参加していただき、健康管理に役立てていただきた
いと思います。
　また、軽スポーツに関しましても町民大会の実施や、
出前指導も行います。みんなで気軽に楽しめるスポー
ツに親しんでいただくことが、皆さんの体力、健康づ
くりに役立つと信じて今年度も活動を続けて参ります。

健康づくりはスポーツから 
私たちが応援します。 

粕屋町体育指導委員会　広報部  No.31 

平成22年度へ向けて 

　平成21年度をもちまして、長年勤めて参り
ました、安河内俊二（14年）、松永英敏（12
年）の両委員が退任いたしました。平成22年
度からは、新メンバーの安河内達、松永康宏
の両氏が体育指導委員として町の委嘱を受け
ました。本年度も昨年度同様、男性6名・女性
6名の計12名で活動して参りますのでよろし
くお願い申し上げます。

体 指 紹 介 

■問い合わせ　粕屋町教育委員会社会教育課　☎(938)1410・FAX(938)5601 

生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも

平成22年度 
社会体育行事予定 

 

 

　6月 27日(日) 

 

　8月 8日(日) 

10 月 3日(日) 

10月 17日(日) 

11月 14日(日) 

 

11月 28日(日) 

　2月 6日(日) 

　3月 6日(日) 

町民ソフトボール大会 

町民卓球大会 

体力テスト 

小学生女子フットベースボール大会 

 

町民運動会 

小学生ソフトボール大会 

歩け歩け運動大会 

小学生軽スポーツ大会（内容未定） 

 

体力テスト 

粕屋町軽スポーツ大会 

〔 〔 　6月 6日(日) 

安河内　達 氏 

い 

　私は粕屋町で生まれ育ち、剣道や
消防団活動などを通じ様々な経験
をさせていただきました。この経験
を体指活動で活かし、少しでも故郷
へ貢献できるように頑張ります。

　粕屋町に生まれ27年。このたび
体育指導委員の一員となり、まだわ
からないことばかりで、手探り状態
ですが、粕屋町のスポーツ振興に役
立てるよう頑張りますのでよろしく
お願いします。

松永 康宏 氏 
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※電話番号を確認の上、お掛け 
　ください。 教室案内 教室案内 

お知らせ お知らせ 

★施設利用料 (2時間） 
・体育館（当日2時間）及び 
 トレーニング室 
　300円　一般 
　150円　高校生・65歳～ 
・プールアリーナ 
　400円　一般 
　300円　高校生 
　200円　小・中学生・65歳～ 
　100円　幼児 

施設利用料 

水泳帽が 
必要 

　運動不足解消にいかがですか。初めてトレーニング室を利用
されたい方は、まず初回トレーニング講習会を受講しましょう。 
 【時間帯】 
 平　日　①11：00　②13：00　③15：00　④19：00 
 土日祝　①11：00　②14：00　③17：00 
 【料金(初回のみ)】 　 施設利用料＋200円(講習会受講料) 
 ※開始10分前までに体育館受付まで 
　 体育館シューズ・トレーニングウエアが必要になります。 

・施設利用料のみ 
　〇みんなでピンポン 

（大人対象の教室） 

（大人対象の教室） 

（ご利用は高校生以上～） 

軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります 

　…休館日　その他は全て開館 
○…祝日　営業日（教室は休み） 

日 月 火 水 木 金 土 
1 
8 
15 
22 
29 

 
5 
12 
19 
26 

 
6 
13 
20 
27 

 
7 
14 
21 
28 

 
2 
9 
16 
23 
30 

 
4 
11 
18 
25 

 
3 
10 
17 
24 
31 

・施設利用料＋200円
　●水中ウォーキング
　●はじめての水泳
・施設利用料＋500円
　●種目別スイムレッスン
　●アクアビクス

【温水プールなのでいつでも快適に泳げます】 
遊泳コース・自由遊泳コース・歩行コースがあります。 

 

◎ＧＷ(５/１～５/５）は休まず営業いたします。
　　【体育館】  9:00～21:00
　　【プール】 10:00～20:15(遊泳可能)　20:30(閉館）

◎お得な定期券やレインボーパス　好評発売中　
　　お得な定期券で運動習慣をつけませんか。

平成22年度　6月～開講　各教室 
申込受付開始日のご案内 

◎こどもストリートダンス教室　《第2期》
　・アッパークラス
　　　(土)15:15～16:15
　　　定員：30名
　　　対象：小学生～中学生
　申込開始日：5月22日(土) 15:00～

※各教室とも体育館受付にてお申し込みください。
※定員に達ししだい締切ります。

このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）又は、ホームページなどでご確認ください。 

 ５月のかすやドーム開館日 

トレーニング室 

体育館（アリーナ） 

プールアリーナ 

火曜　13:00～ (30分)
金曜　13:00～ (30分)

火曜　13:00～・20:20～ (40分)
水曜　13:30～ (40分)

（※アリーナの都合で休講する場合があります） 
＊体育館では体育館シューズが必要です。 

＊プールでは水着・水泳キャップが必要です。 

水･木･金曜　14:00～ (90分) 

22年度こどもスポーツ
100円スポーツ（100スポ）17:00～18:00 

こどもスポーツ教室　月会費制 

スポーツの出会いの場　100円でいつからでも参加できます。
　【５月からは以下のメニューで行います】
火…女子限定クラス (全学年）　　　　　　　　
水…全学年 (男女) クラス
金…１年生限定クラス (1年生のみ)　　　
※木曜日はお休みです

：かけっこ・ソフトバレー 
：かけっこ 
：かけっこ・運動会競技 

料金：1回 100円 
必要なもの：体育館シューズ・飲み物 

ブラジリアン柔術・ハンドボール･フットサル・
バレーボールも実施中です。

料金7,000円/7回

◎テニス教室　《第2期》
　・大人テニス
　・こどもテニス
　・幼児テニス
　申込開始日：【新規】 5月30日(日) 13:00～
　　　
　・大人はじめてクラス《6月》
　　水曜(昼)クラス

　　木曜(昼)・(夜)クラス

　申込開始日：水曜クラス 5月19日(水) 13:00～
　　　　　　  木曜クラス 5月20日(木) 13:00～

…料金10,000円/8回

…料金8,000円/8回

料金3,000円

料金3,000円

6/2･9･16･23(4回)

6/3･10･17･24(4回)

アリーナ教室も開催中です。

などさまざまな教室を実施中です。お気軽にご参加ください。

　　粕屋町総合体育館（かすやドーム） 
　　　　　粕屋町駕与丁3-2-1 

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…） 

 http://www.kasuyadome－sc.jp/h 
　　　　　　　　　　  

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００ 
　　　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００ 
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで） 
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０ 
　　　　　　　土・日・祝日１０：００～２０：３０ 
 

営
業
時
間 

携帯からもアクセス可 
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■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで 

フロアコンサートは、２階ラウンジにて開催する 
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。 

※催し物は変更・追加及び中止することが
　あります。あらかじめご了承ください。

・・・・・さくらホール

・・・・・多目的ホール

１ 
日 
(土) 

２ 
日 
(日) 

6 
日 
(日) 

5月の催し物 
開催日 会場催 事 名  

6月の催し物 
開催日 会場催 事 名  

問い合わせ 演歌の花道
☎938-2990 

唄の集い

ピアノ発表会

カラオケステージ花道

開場  9：30　開演  10：00

開場  12：15　開演  12：30

19 
日 
(水) 

10 
日 
(木) 

13 
日 
(日) 

27 
日 
(日) 

ハンドメイドフェア in KASUYA

開催時間 10：30～14：30

5月30日(日)　18:00～ 

＜出演＞竹和 
夕暮れコンサート 

＜曲目＞イエスタデイ、貝殻節、 
　　　　ジュピター、テルーの歌ほか 

～haru natsu mono はるなつもの～

第26回定期演奏会
開場  13:30　開演  14:00

福祉講座

問い合わせ 年金受給者協会
☎662-0648

開場  12：00　開演  12：30

～爆笑川柳が読む
　　　　平成ほろにが人生～

 

 

生涯学習研修会

問い合わせ 粕屋町役場 社会教育課
☎938-1410

受付 9：30　開会 10：00

粕屋太鼓まつり

☎939-0001
☎090-1976-7923

開場  10：00　開演 10：30
粕屋太鼓まつり実行委員会問い合わせ 

5月19日(水)多目的ホール 

6月 6日(日)さくらホール

ハンドメイドフェア in KASUYA 

問い合わせ  25(nico)  ☎090-9725-3291 

開催時間 10：30～14：30

混声合唱団トニカ 

問い合わせ 混声合唱団トニカ 
☎090-4345-6435 

開場 13：30  開演 14：00 
第26回定期演奏会 

パソコン講座　受講生募集
～エクセル(Microsoft Excel) 初心者～

日　程　6月2日～8月18日(毎週水曜日・全12回) 
時　間　19：00～21：00 

定　員　15名程度 
対象者　エクセル初心者   
               　　　　※ある程度キーボード入力のできる方 

場　所　マルチメディアルーム  
                　　　　※パソコンはこちらでご用意いたします。 

受講料　¥13,500(3か月分[全12回])　 
　　　　　　　　　※別途テキスト代(¥2,500前後) 

サンレイクかすや窓口にて受付中。 
定員となりしだい、締切りとさせていただきます。 

後援：粕屋町教育委員会 

受講生  募集 

ビーズアクセサリー講座

場　所　サンレイクかすや　研修室1 

日　程　6月24日～11月25日 隔週で全12回（第１・第３木曜日） 
時　間　10：00～11：30 

定　員　15名程度 ※定員となりしだい、締切りとさせていだだきます。 
受講料　¥12,000(１か月あたり¥2,000、一括前納)　 
                    　※1･2回目材料費、テキスト代¥2,000が必要です。　　　　　 

講　師　松崎　円　ビーズスキル認定教室　NANA主宰　　　　　　  

サンレイクかすや受付窓口にて受付中 

～haru natsu mono はるなつもの～ 

30ブースの手作り作家さんが、たくさんの作品を作って 
皆さまのご来場をお待ちしております。 

入場料　一般 ¥1,500　学生 ¥1,000 

スクラップブッキング１日体験講座
　７月11日より、写真を使ったクラフト、“スクラップブッキング”の講座を
開講します。子どもの成長記録や四季の写真、思い出の写真などをフレーム
や飾り窓、タイトルを貼り付けて、すてきな作品を作ってみませんか。
　本講座に先駆けて、1日体験講座を開催します。
　たくさんのご参加をお待ちしています。

日時　5月30日(日) 13：00～ 
場所　研修室1 

講師 木下　かおり 

サンレイクかすや窓口にて受付中。
定員となりしだい、締切りとさせていただきます。

※次回はパワーポイント(Microsoft PowerPoint)の講座を予定しています。 
　次回のパソコン講座にもご期待ください。 

定員 15名 

（材料費として、500円必要。）



16 

館内整理日 

 

 

休 館 

休 館 

休 館 

休 館 

日 火 月 木 水 金 土 

５ が  つ  は、休館日です。 

 

3 

10 

17 

24 

31 

 

 

4 

11 

18 

25 

 

5 

12 

19 

26 

 

 

6 

13 

20 

27 

 

 

7 

14 

21 

28 

 

2 

9 

16 

23 

30 

 

1 

8 

15 

22 

29 

 

振替休館日 振替休館日 振替休館日 

 
No.119 

10：00～18：00（火・水・木・土・日） 
10：00～19：00（金曜日のみ）　 

開館 
時間 

粕屋町立図書館　☎939－4646  
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/ 
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html 

問 い合わせ 
HPアドレス 
携帯版ＨＰアドレス 

図書館が閉まっているときは、ブックポストに本だけ
を入れてください。ビデオ・ＤＶＤ・カセットテープ・ＣＤ
は、破損の原因になりますので、ブックポストには入れ
ないでください。ご理解とご協力をお願いいたします。 

『初恋のきた道』 

　外へ出るのが気持ち良い季節に
なりました。お出かけのついでに、
ぜひ図書館へもお越しください。
　今月は、見ているだけでお出かけ
したくなるような本をご紹介します。

毎月23日は、粕屋町読書の日です。 
この機会にテレビを消して 

読書に親しむ習慣づくりをしましょう。 

今月のおはなし会 

2000年／中国作品 
８９分／カラー／字幕 

監督／チャン・イーモウ 
脚本／パオ・シー 

出演／チャン・ツィイーほか 

　華北の美しい村に、ある日都会から若い教
師がやってくる。そんな彼に恋心を抱いた18
歳の少女。彼女は言葉にできない想いを料理
を作ることで伝えようとする。2000年大ヒッ
トロングランとなった珠玉のラブ・ストーリー。 

●５月１５日（土）午後２時～午後３時３０分 
●場所／粕屋フォーラム２階　視聴覚室 
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。 

「飽きない」散歩術 
出井 邦子 文／『サライ』編集部編 
小学館 

「シニアの健康は、歩いていれ
ば大丈夫」。元気に散歩を続け
る著名人が伝える散歩の「秘
術」とは? 

　カルチャー &アートが感じら
れるおしゃれな街なかのお店か
ら、ちょっと郊外のお店まで、
幸せなランチタイムを味わえる
福岡のカフェを、おすすめメニュ
ーやお店のデータとともに紹介。 

車窓で旅する日本列島　西日本編 
猪井 貴志 著／交通新聞社 

　街道時代の面影を訪ねる東海
道本線から、霧島連山の麓を行
く吉都線まで。西日本の列車の
旅を、車窓からの美しい風景と
ともに紹介。 

福岡のカフェランチ／コトコト 

文学講座のお知らせ 

●講師　木村辰也氏
●日程　５月１４日・２１日・２８日（金曜日）
●時間　午後２時～午後４時
　※２８日は現地研修を予定しています。
●定員　５０名
●申込み・問い合わせ
　粕屋町立図書館　☎９３９－４６４６
　４月２７日より先着順（電話可）
　現地研修のみの参加は不可

場所　粕屋町立図書館１階　おはなしのへや

・あかちゃん向け（第３金曜日） 
　５月２１日 午前１１時～ 
・ちいさい子向け（第２・第４金曜日） 
　５月１４日・２８日 午前１１時～ 
・おおきい子向け（土曜日） 
　５月１日・１５日・２２日・２９日 
 午前１１時～ 
・小学生向け（第１・第３日曜日） 
　５月２日・１６日 午後３時～ 

■　本の紹介　■  

「豊津文学散歩」全３回 
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古紙利用製品 
（グリーンマーク） 

再生紙使用製品 

　　ごみを減らす上手な買い物を　　ごみを減らす上手な買い物を　　ごみを減らす上手な買い物を

　ごみを減らすために、ごみになりそうなものを買わないことも大切です。 
　ものを買う前にごみが増えないかを考えましょう。 
 
①本当に必要なものか。 
　見た目の良さだけで、本当は必要ないものを買わないように気をつけましょう。  
 
②ほかのもので代用できないか。 
　今日の便利な社会では、細かい用途に分けてたくさんの製品が作られています。 
　少しぐらい不便でも代用のできるものは、別のもので我慢しましょう。  
 
③今使っているものはもう使えないのか。  
　古くなって調子が悪いからといって、すぐに買い替えるのはやめましょう。 
　修理したり、きちんと掃除したりすれば、まだまだ使えるものはあるはずです。  
 
④長い時間使えるものか。 
　流行に惑わされて、すぐに使えなくなるものをつい買ってしまうことはよくある話です。 
　飽きが来ないものか、又は壊れにくいものかを検討して買いましょう。  
 
⑤レンタル用品の方が良いのではないか。 
　ある一定期間しか使わないもの（旅行用品など）は、レンタル用品の方が経済的です。 
　今では生活用品のほとんどがレンタルできます。 

　リデュース（Reduce)とは、ごみになる
　ものを減らすこと。リユース(Reuse)とは、
　一度だけでなく何度でも使うこと。
　リサイクル(Recycle)とは、再生し何度
　も使うこと。

３アール（Ｒ） 

　買いすぎ、作りすぎをなくし、野菜
　の残りものを上手に使い切って生ご
　みを少なくするなどムダを出さない
　料理をすること。

エコクッキング 

　何度も繰り返し使うことができる
　容器のこと。ビールや牛乳びんな
　どの飲料用のびんや化粧品で使わ
　れるびんなどがあります。

リターナブル容器 

　いらなくなった洋服や雑貨・日用品
　などを引き取って、必要な人に販売
　してくれるお店のこと。

リサイクルショ
ップ 

　環境にやさしい商品を選ぶときの
　目安でエコマークなどがあります。
　できるだけ環境ラベルがあるもの
　を選びましょう。

環境ラベル 

　買い物をしたときに商品を入れる自
　分専用の袋のこと。レジでもらえる
　ビニールや紙製の袋はごみになるた
　め、何度も使える布製の袋のこと。

マイバック 

環境キーワード環境キーワード
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対象者

対象者

対象者 対象者

対象者

対象者

対象者

主な事業

福祉用具など

福祉用具購入補助
（介護保険外）

紙おむつ給付 補聴器購入補助

粕屋町
すみよか事業
（住宅改造）

はり・きゅう費
補助

特殊寝台
レンタル料補助

在宅介護者
交流事業

在宅高齢者支援サービス（概要）

※障がい（児）者、難病患者などについて
の問い合わせは住民福祉課へ
　☎938－2311 (内線414・415)

介護保険制度の対象にな
っていない福祉用具の、
購入費の一部を補助しま
す。 （１回のみ／年度）

介護保険要介護認定を受
けた在宅の高齢者など

・購入金額の８割
・補助限度額 10,000円

○エプロン・防水シーツ・
リハビリシューズ・肌着・
介護寝間着・失禁パンツ
(紙不可)・おむつカバー・
その他福祉用具と認めら
れるもの

寝たきりや認知症の高齢
者などで、在宅生活にお
いて常時おむつを必要と
する人。

介護保険要介護認定を受
けた在宅の高齢者などで
住民税非課税者に紙おむ
つを現物支給します。

・補助限度額
世帯に住民税課税者が他に
いる場合　 3,000円／月

住民税非課税世帯など
6,000円／月

在宅の要援護高齢者など
に配慮した住宅に改造す
る場合、改造費用の一部
を助成します。

次のいずれにも該当する人
・介護保険の「住宅改修費」
の助成金額（200,000円）
を上回った人
・住民税及び前年度所得税
非課税世帯
　
・改修に要した額の８割
・補助限度額 300,000円
・事前に申請必要

はり・きゅう治療を受け
た場合、施術費の一部を
補助します。

65歳以上の人
１回  1,600円の補助
（年間 30回）

※問い合わせ、申込み
は国保健康課年金係へ。 
（内線444）

施設などに入所、入院中
の高齢者などに対し、在
宅介護に向けて一時帰宅
するための、特殊寝台レン
タル料の一部を補助しま
す。

介護保険要介護認定を受
けている者
・１回のみ／年度
・レンタル料の5割の額
  又は限度額（5,000円）
  のいずれか低い額

福祉センター

福祉センターにおいて高
齢者の集う場を設け、健
康器具などの充実を図っ
ています。なお、福祉セン
ターにおいでになるとき
は、福祉バスをご利用くだ
さい。

※問い合わせは
　粕屋町社会福祉協議会
　☎９３８－６８４４

・心配ごと相談
・ボランティア相談支援
・車椅子の無料貸出し
・各種シルバー教室など

在宅で要介護認定者を介
護する家族の精神的・身
体的負担を軽減すること
を目的に、介護者相互の
交流を図り、健康講座や
介護情報により介護者が
リフレッシュできる時間
を提供します。

介護保険要介護（要支援）
認定者を介護している介
護者及びその家族

補聴器の購入費の一部を
補助します。

65歳以上の高齢者で、住
民税非課税世帯であるこ
と。
(再申請は、前回の購入日
から３年経過後に購入し
た補聴器であること）
 
・購入金額の8割
・補助限度額  50,000円

障がい者など日常生
活用具給付事業の
住宅改修の助成金
額（200,000円)を
上回った人も対象に
なります。

障がい(児)者などにも
同様の事業があります。

※地域包括支援センターとは？

・介護予防 ・総合相談、支援 ・権利擁護、虐待防止 ・介護予防ケアプラン作成

い　　　い

高齢の人が住み慣れた地域で、活き活きと生活をしていくための、
総合的な支援を行います。
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対象者

開催場所

対象者

利用者負担

対象者

利用者負担

対象者

利用者負担
利用者負担

対象者

利用者負担

対象者

対象者

ゆうゆうサロン
（地域支援事業・介護予防 
　　　　一般高齢者事業）

食の自立支援
サービス

（配食サービス）

生活支援
住宅改修費補助

高齢者
ホームヘルプ
サービス事業

在宅介護者
ねぎらい手当

寝具洗濯乾燥消毒
サービス

緊急通報装置

平成22年度  粕 屋 町

【問い合わせ】

地域の公民館などにおいて、
仲間といっしょに楽しく「粕
屋転ばん体操」などを定期
的に行い、午後は、レクリ
エーションやゲームをし、
介護予防に取り組みます。

65歳以上の比較的元気な
高齢者などで、ご自分で来所
可能な人 

調理をすることが困難な
高齢者などに対して自宅
に配食サービスを行い、
利用者の安否確認を行い
ます。下記の４業者に委託
しています。 
・緑の里 
・老人給食センター 
・がやがや給食サービス 
・宅配クック ワン・ツー・
  スリー

65歳以上の、虚弱及び心
身の障害並びに疾病など
により調理困難な高齢者
のみの世帯など

１食330円又は400円  

65歳以上の、寝たきりや
認知症高齢者の家庭を理
美容師が訪問し、理髪サ
ービスを行います。
  

一部負担があります。

在宅の高齢者などの世帯
に対し、介護予防のため
自宅での転倒防止などを
目的に、住宅改修費の一
部を補助します。

介護保険要介護認定を受
けていない65歳以上の
高齢者がいる住民税非課
税世帯

・改修に要した額の８割
・補助限度額 100,000円
・事前に申請必要

日常生活に何らかの不安
がある高齢者などにホー
ムへルパーを派遣し、在
宅生活を支援します。家事
援助を中心に、自立にむ
けての手助けを行います。

おおむね65歳以上の虚
弱高齢者のみの世帯で、
介護保険法による非該当
者など

一部負担があります。

在宅の要介護高齢者など
を常時介護している介護
者の労をねぎらうために
支給します。

次のいずれにも該当する人
・介護保険要介護認定で
要介護４以上と判定さ
れた高齢者などの同居
介護者

・介護対象期間を連続す
る４か月間とし、その２
分の１以上を在宅で介
護している人

年度間に３回まで申請でき
ます。(1回 50,000円）

寝具の衛生管理が困難な
在宅高齢者などに、洗濯
や乾燥消毒のサービスを
年２回行います。

介護保険要介護認定で要
介護４以上と判定された
高齢者など

なし

急病や災害などの緊急時に
迅速適切な対応ができるよ
うに、一人暮らし高齢者で常
時見守りが必要な方に緊急
通報装置を設置します。
　

・65歳以上の一人暮らし虚
弱高齢者で、見守りを行う
者がいない方

・携帯電話などの通信手段
で緊急通報を行うことが
困難な方

　
・住民税課税者は装置設置
費用の半額負担

・住民税非課税者はなし

障がい者なども対象
になります。

障がい者・難病患者
などにも同様の事業
があります。

重度障がい者なども
対象になります。

一人暮らしの重度身
体障がい者なども対
象になります。

粕屋町介護支援課　☎９３８－２３１１
高齢者支援係（内線552、555）、 地域包括支援センター係（内線556、559、560）

訪問理髪サービス

障がい(児)者なども
対象になります。・大隈区、江辻区、戸原区、

長者原中区、長者原下区、
内橋１区、内橋３区、長
戸区、甲仲原区、花ヶ浦
区、乙仲原東区、乙仲原
西区、若宮区、原町区、
阿恵区及びサンライフ区
の各区公民館

・上大隈公民会館、江辻山
会館、柚須文化センター
及び粕屋町福祉センター
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付属物主構造

主　

桁

横　

桁

縦　

桁

対
傾
構

横　

構

床　

版

下
部
工

支　

承

排
水
施
設

特記事項交差
物件 橋長 点検日

たい

A
C

B
ME

損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要はない 状況に応じて補修を行う必要がある

速やかに補修などを行う必要がある 緊急対応の必要がある 維持工事で対応する必要がある

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

有崎橋

鶴町橋

阿恵橋

サンデ橋

大井橋

大町橋

地原一号橋

畑田橋

夏目橋

川崎橋

前田橋

若宮陸橋

釜屋橋

御所陣陸橋

天神免橋

鶴町二号橋

土井ノ内橋

石橋一号橋

石橋二号橋

石橋三号橋

須恵川

南里水路

須恵川

南里水路

錦田川

錦田川

水路

大谷川

夏目川

南里水路

水路

JR線路

南里水路

JR線路

南里水路

南里水路

南里水路

開水路

開水路

開水路

37.20 m

17.20 m

41.40 m

11.40 m

10.00 m

10.50 m

7.00 m

8.40 m

7.00 m

9.90 m

7.50 m

10.00 m

9.50 m

12.00 m

11.20 m

9.30 m

8.00 m

4.50 m

6.00 m

4.50 m

平成21年11月 6 日

平成21年11月27日

平成21年12月 1 日

平成21年11月 6 日

平成21年11月 6 日

平成21年11月 6 日

平成21年12月16日

平成21年12月 3 日

平成21年12月16日

平成21年11月26日

平成21年11月 6 日

平成21年11月12日

平成21年11月24日

平成21年11月12日

平成21年12月 2 日

平成21年12月 2 日

平成21年12月 2 日

平成21年12月 2 日

平成21年12月 2 日

平成21年12月 2 日

B 主桁の鉄筋露出　B 下部工の鉄筋露出　

B 床版鉄筋露出

B 床版の鉄筋露出　B 下部工の鉄筋露出

M 支承の機能障害（土砂堆積）　　

B

C

B

A

A

A

＊

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

＊

＊

＊

A

A

A

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

A

B

C

B

A

A

A

B

A

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

C

C

B

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

＊

A

A

A

A

M

A

A

A

A

A

＊

＊

＊

A

＊

A

M

A

A

A

A

A

A

A

A

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

　点検結果などにご不明な点がございましたら都市整備課（☎938-2311 内線462・463）にお問い合わせください。

C P2橋脚ひびわれ　　C 歩道部床版腐食
B 主桁の鉄筋露出　　 B 車道部床版の鉄筋露出
B P1橋脚の鉄筋露出

C 主桁の腐食　　　C 下部工の洗掘
B 床版の鉄筋露出　B 下部工の鉄筋露出

M 排水管の破断　　　B 床版ひびわれ
 B  下部工の鉄筋露出　　

対策区分
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たい

　平成21年度に町内に架かる15ｍ以上の橋17橋と15ｍ
未満の主要な橋17橋、計34橋の点検を行いました。
　点検については、点検結果一覧表のとおり結果がまと
まりましたのでお知らせします。
　点検結果を基に平成22年度に橋梁長寿命化修繕計画を
策定し橋梁の健全な維持管理に努めてまいります。

●橋梁点検数　34橋
●点検方法　　「定期点検要領（案）【橋梁編】」（福岡県土木部
　　　　　　　道路維持課）による
●評価方法　　同上
●点検結果一覧表

点検の様子（脇田橋）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

大川橋

江辻橋

今石橋

峯屋敷橋

高橋

川原橋

脇田橋

向川原橋

粕屋大橋

薬師大橋

新貝橋

丸山橋

駕与丁跨道橋

高等橋

多々良川

多々良川

猪野川

須恵川

須恵川

須恵川

須恵川

多々良川

久原川

多々良川

須恵川

多々良川

九州道

多々良川

69.00 m

52.00 m

59.40 m

38.60 m

36.50 m

41.50 m

31.40 m

49.60 m

38.40 m

71.00 m

33.30 m

51.70 m

42.30 m

61.00 m

平成21年12月10日

平成21年12月 4 日

平成21年12月16日

平成21年11月26日

平成21年11月19日

平成21年11月19日

平成21年11月11日

平成21年12月14日

平成21年12月17日

平成21年12月 9 日

平成21年12月14日

平成21年12月 2 日

平成21年11月25日

平成21年12月 7 日

付属物主構造

主　

桁

横　

桁

縦　

桁

対
傾
構

横　

構

床　

版

下
部
工

支　

承

排
水
施
設

B 床版のひびわれ　B P1橋脚のひびわれ  

B P1橋脚の鉄筋露出　

B 下部工の鉄筋露出

M 排水口の破断　

B 主桁ひびわれ

B 床版ひびわれ　　

B 下部工の鉄筋露出　

M 支承の機能障害（土砂堆積)　B 床版ひびわれ

 C  歩道部主桁　　　　C 歩道部床版腐食
M 支承機能障害　　　B 横桁の鉄筋露出
 B  下部工の鉄筋露出　B 車道部床版の鉄筋露出

B 床版の鉄筋露出　　B 下部工の鉄筋露出
B 下部工のひびわれ 

M 排水管の破断　　M 排水口の土砂詰り　
 B  横桁の鉄筋露出　 B  床版の鉄筋露出

A

C

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

B

A

＊

＊

B

＊

A

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

A

C

A

A

B

B

A

A

A

＊

B

B

＊

B

A

B

A

A

B

B

B

B

A

A

A

B

B

A

A

M

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

M

A

A

A

A

A

M

A

A

M

A

A

A

A

A

特記事項交差
物件 橋長 点検日

粕屋町の橋梁点検の結果をお知らせします。
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郡
レ
ク 

総
会
・
退
団
式 

５月の行事予定 

　

３
月
13
日
（
土
）、
糟
屋
郡
連
合

青
年
団
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
糟
屋
郡
内
の
青
年
団
と

天
神
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
て
混
合
で

チ
ー
ム
を
組
み
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
交
流
会

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
の
青
年
団

活
動
の
話
な
ど
を
語
り
あ
い
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   　

３
月
20
日
（
土
）、
サ
ン
レ
イ
ク

か
す
や
に
て
、
平
成
22
年
度
粕
屋
町

青
年
団
総
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

雨
の
降
る
中
、
多
く
の
来
賓
の
方
々

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
昨
年
度
の
活

動
を
ま
と
め
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

退
団
式
で
は
、
退
団
者
の
方
々
と

3学級合同反省会 
３月６日(土) 10：00～ サンレイクかすや 

　消費者学級・婦人学級・更婦学級の学級生の皆さん
に21年度を振り返
ってたくさんの意
見を伺えました。
　次年度に向けて
活動の参考にして
いきます。 

婦人会総会 
３月22日(月・振休) 10：00～ サンレイクかすや 

　町長をはじめ多くの来賓の皆さまを迎え開催いた
しましたが、執行部の
不手際で大変ご迷惑を
おかけいたしました。 
　今後は新しい婦人会
を目指して頑張ってい
きます。 

議会傍聴（一般質問） 
３月８日(月) 9：30～ 議場 

ねこやなぎ65号発行 
３月22日(月・振休)  

　６名参加。 

第31回消防職員意見発表会 
３月14日(日) 9：30～ 志免町民センター 

　７名参加。 

あいさつ運動 
３月15日(月・振休) 7：50～ 各小中学校 

会員交流会
　10：00～　サンレイクかすや
独り暮らし高齢者弁当作り
　  8：30～　サンレイクかすや
あいさつ運動
　  7：50～　各小中学校

5月  8日（土）

5月13日（木）

5月17日（月）

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
私
た
ち

も
青
年
団
活
動
を
よ
り
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　

今
年
度
も
青
年
団
活
動
を
通
し
て
、

粕
屋
町
が
よ
り
良
い
町
に
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　町内にお住まいの婦人の皆さん
仲間でグループを作り参加しませ
んか。グループはもちろん個人で
参加されても新しいグループとし
て仲間が見つかります。 
　お気軽にお尋ねください。 
　お待ちしています。 
　☎９３８－１１２５　西村 
　☎９３８－２８９２　内田 
　　　　　　　　　　　　まで 
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粕
屋
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

ミ
ズ
キ　

シ　

ホ 

部　

の　

紹　

介 

粕
屋
囲
碁
会

　
　
　
　

一
般　

１
，５
０
０
円 

　
　
　
　

学
生　

１
，０
０
０
円 

　
　
　
　

小
学
生　
　
５
０
０
円 

●
申
込
み　

６
月
10
日(

木)

ま
で
に 

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
窓
口
、
又
は

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ 

●
問
い
合
わ
せ 

　

囲
碁　

伴　

勝
宣 

　
　
　
　

☎（
９
３
８
） 

２
７
５
３ 

　

将
棋　

岩
田　

均 
　
　
　
　

☎（
６
１
１
） 

５
５
４
５ 

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。 

No.220 

粕
屋
町
町
民
囲
碁
・
将
棋 

大
会
開
催 

市
美
術
展 

入
賞
・
入
選
お
め
で
と
う 

　

第
20
回
粕
屋
町
囲
碁
・
将
棋
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
参
加
資
格　

町
内
在
住
者
、
又
は

　

町
内
勤
務
者

●
競
技
方
法

　

一
、
５
ク
ラ
ス　

高
段
者
か
ら
10

　
　
　

級
ま
で

　

二
、
リ
ー
グ
戦　

５
試
合

●
表
彰　

町
長
杯
、
町
議
長
杯
ほ
か

●
会
費　
（
弁
当
代
込
み
）

月
に
囲
碁
祭
り
（
名
人
戦
）、
そ
し

て
新
宮
町
、
篠
栗
町
と
の
交
流
戦
な

ど
が
主
な
行
事
で
す
。 

　
「
ボ
ケ
防
止
」
に
囲
碁
は
良
い
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
考
え
る

時
間
を
か
け
る
か
は
そ
の
人
の
自
由

で
す
。 

　

白
石
、
黒
石
に
別
れ
交
互
に
打
ち

盤
面
の
陣
を
多
く
取
っ
た
方
が
勝
ち

で
す
。
い
ろ
ん
な
手
筋
が
あ
り
ま

す
。 

　

ま
ず
は
一
局
。
い
つ
で
も
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

●
連
絡
先　

☎（
９
３
８
）８
０
４
４

　
　
　
　
　

澤
田 

  　

謡
は
今
か
ら
６
０
０
年
ほ
ど
前
、

室
町
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。 

　

宝
生
流
、
観
世
流
、
金
剛
流
、
金

春
流
、
喜
多
流
が
主
な
５
流
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
声
は
大
き
く
、
力
強

く
練
習
中
に
汗
が
流
れ
ま
す
。
町
の

芸
術
祭
・
文
化
祭
が
主
な
発
表
の
場

で
あ
り
、
そ
の
時
は
１
か
月
ほ
ど
前

か
ら
練
習
を
行
い
ま
す
。
皆
15
〜
20

年
の
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
で
す
が
、
謡

の
奥
は
深
く
、
文
化
の
重
み
を
感
じ

る
ば
か
り
で
す
。 

　

宝
生
会
は
、
毎
週
火
曜
日
（
第
１

か
ら
第
４
）
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
の

和
室
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
城
口
先

　

粕
屋
囲
碁
会
は
、
現
在
29
名
で
平

均
年
齢
は
、
72
歳
。

　

技
量
は
、
８
級
〜
７
段
と
差
が
あ

り
ま
す
が
、
囲
碁
特
有
の
置
き
碁
の

方
法
で
楽
し
く
手
合
わ
せ
を
し
て
い

ま
す
。

　

例
会
は
、
毎
月
第
２
日
曜
日
午
後

１
時
〜
午
後
６
時
ま
で
で
す
。
２
月

に
は
、
糟
屋
郡
町
対
抗
戦
、
６
月
に

は
粕
屋
町
町
民
囲
碁
将
棋
大
会
、
11

福
岡
県
美
術
展　

入
賞 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　

第
44
回
福
岡
市
美
術
展
が
今
年

も
、
福
岡
市
中
央
区
大
濠
の
市
美
術

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

開
催
期
間
は
、
前
期
３
月
16
日
〜

３
月
22
日
（
日
本
画
・
書
・
写
真
・

デ
ザ
イ
ン
）、
後
期
３
月
24
日
〜
３

月
28
日
（
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
）
で
す
。 

　

７
部
門
に
１
，４
４
８
点
の
応
募
が

あ
る
中
か
ら
、
粕
屋
町
文
化
協
会
の

会
員
も
入
選
・
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

▽
工　

芸　

奨
励
賞 

　
　
　
　
　
　

溝
部　

勝
介 

▽
日
本
画　

入
選 

　
　
　
　
　
　

本
郷　

蓉
子　

 

▽
写　

真　

入
選 

　
　
　
　
　
　

畑
島　

貞
廣 

　
　
　
　
　
　

渕
上　
　

徹 

　

写
真
の
部
に
お
い
て
、
畑
島
貞
廣

氏
が
題
名
「
夏
を
楽
し
む
少
年
」
に

て
「
朝
日
新
聞
社
賞
」
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
第
65
回
県

展
発
表
の
写
真
の
部
で
ネ
ッ
ト
閲
覧

で
き
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

宝 

生 

会

  　

粕
屋
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
（
月
・
星

・
花
組
）
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。 

　

水
祈
紫
穂
（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
）

先
生
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
に
よ

り
、
会
員
の
歌
唱
力
も
め
き
め
き
上

達
し
、
粕
屋
町
文
化
協
会
の
芸
術

祭
、
秋
の
文
化
祭
に
は
毎
年
参
加

し
、
出
演
者
の
発
表
曲
は
一
味
違
っ

た
味
が
す
る
と
評
価
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

練
習
は
、
新
曲
を
中
心
に
月
に
２

回
（
第
２
・
第
４
日
曜
日
）、
午
後

０
時
30
分
よ
り
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

で
、
月
・
星
・
花
組
で
合
同
の
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
、

今
一
歩
上
達
し
た
い
方
は
、
一
度
練

習
日
に
来
て
見
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

月
組
代
表
者　

今
泉　

進 

生
の
指
導

で
、
ほ
か
７

名
で
和
気
あ

い
あ
い
で
行

っ
て
い
ま

す
。
午
後
６

時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
で

す
。 
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１位

２位

３位

４位

５位　

６位以下

友人・知人

広報かすや

その他

社協だより

身内の人

回覧板・センター広報ほか

54.50% 

18.40% 

11.90% 

10.70% 

9.40% 

１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位
11位

高齢者支援
障がい者支援
環境汚染問題
美化作業
昔遊び伝承
救急看護学習
地域危険箇所
花いっぱい
専門技術活用
食生活改善
読み聞かせ・手話技術ほか

55.30% 
31.50% 
24.80% 
23.10% 
20.00% 
19.30% 
17.40% 
16.20% 
14.30% 
13.40% 

　

春
の
嵐
吹
く
３
月
20
日
（
土
）、

ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
篠
栗
町

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
13

団
体
の
紹
介
や
、
10
年
前
に
有
志

の
活
動
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
歴

史
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
城
戸
会
長
を
は
じ
め
来
賓
の

方
の
あ
い
さ
つ
の
中
に
、
心
豊
か

に
安
心
し
て
住
め
る
町
、
共
に
支

No.113 

篠
栗
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ま
つ
り
に
参
加
し
て 

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る 

意
識
調
査
の
報
告 

 

え
あ
う
協
働
の
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
る
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

一
人
一
人
が
助
け
あ
っ
て
大
き
な

輪
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
ま
し
た
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は

皆
さ
ん
の
笑
顔
で
し
た
。
ピ
ン
シ

ャ
ン
ク
ラ
ブ
の
健
康
体
操
で
は
、

本
当
に
シ
ャ
ン
と
な
り
、Ｊ
Ｏ
Ｙ

倶
楽
部
の
演
奏
に
は
感
動
で
し
た
。

手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
も
楽
し

み
ま
し
た
。
他
町
の
が
ん
ば
っ
て

い
る
姿
を
み
て
、
私
た
ち
も
共
に

支
え
あ
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

か
ざ
ぐ
る
ま　

大
谷 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

今
後
取
り
組
む
方
向
性
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
対
す
る
意
見
な
ど
を
広
く
聞

き
取
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。（
下
票

は
調
査
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し

た
。）

●
調
査
概
要

①
配
布
総
数　

５
０
０
部

②
回
収
数　

４
７
６
部

③
回
収
率　

95
・
２
％

④
実
施
期
間

　
　
　
　

平
成
21
年
４
月
〜
５
月

⑤
調
査
方
法

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

の
会
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
運
営
員
が
、
身
近
な
町

民
に
調
査
を
依
頼
し
、
回
収
し

ま
し
た
。

１
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
何
で

知
り
ま
し
た
か

２
．
粕
屋
町
で
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

３
．
主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

分
野

※

主
な
活
動
分
野
で
は
、
社
会
福

祉
・
教
育
・
子
育
て
・
地
域
の

安
全
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け

※

で
き
る
手
助
け
・
地
域
貢
献
・

知
人
の
誘
い
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
の
企
画
や
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
８
８
３
５

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談 

　

相
続
・
遺
言
、
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
言
、
離
婚
給
付
・
年
金
分
割
な

ど
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
も
公
証

人
に
公
正
証
書
を
作
成
し
て
も
ら
っ

て
お
く
と
安
心
で
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
、
公
証
人
（
法
務
大
臣

に
任
命
さ
れ
た
裁
判
官
や
検
察
官
な

ど
の
経
歴
を
有
す
る
法
律
の
専
門

家)

が
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

●
日
時　

５
月
19
日(

水) 

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
（
要
予
約
）

　

相
談
１
件
あ
た
り
30
分 

●
場
所　

粕
屋
町
役
場
２
階
23
会
議

　

室 
●
予
約
先　

博
多
公
証
役
場 

　

☎(

４
０
０) 

２
５
６
０ 

　

担
当　

江
川　

書
記 

　

予
約
は
、
５
月
17
日(

月)

午
後
５

時
に
締
め
切
り
ま
す
。 
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平
成
22
年
度 
第
49
回 

　

通
常
総
会
の
お
知
ら
せ 

景
気
対
応
緊
急
保
証
制
度
が 

延
長
・
拡
充
さ
れ
ま
し
た 

平
成
22
年
度
末
ま
で
に 

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置 

を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
づ 

け
ら
れ
て
い
ま
す 

経
営
な
ん
で
も
相
談
会
開
催 

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、 

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で 

No.74 

 　

粕
屋
町
商
工
会
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
す
。 

●
日
時　

５
月
21
日
（
金
） 

　
　

開
会　

午
後
３
時 

　
　

閉
会　

午
後
５
時
予
定 

●
会
場　

粕
屋
町
商
工
会
館
２
階

　

大
会
議
室 

●
出
席
依
頼　

粕
屋
町
商
工
会
員 

※

ご
都
合
に
よ
り
ご
欠
席
の
際
は
、

委
任
状
の
ご
提
出
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

※

車
で
お
越
し
の
際
は
、
粕
屋
フ

ォ
ー
ラ
ム
前
有
料
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

   　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
操 

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

●
日
時　

５
月
19
日
（
水
） 

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会 

●
専
門
相
談
員　

税
理
士 

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
商
工
会 

   

●
概
要 

・
緊
急
保
証
期
限
が
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し

た
。 

・
対
象
業
種
が
例
外
業
種
を
除
き
、

原
則
全
業
種
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

※

例
外
業
種 

　

農
林
水
産
業
、
金
融
・
保
険
業
、

公
務
、
学
校
法
人
、
政
治
・
経

済
、
文
化
団
体
、
宗
教
な
ど 

・
市
区
町
村
長
認
定
基
準
に
２
年

前
比
で
の
売
上
減
少
（
▲
３
％
）

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

●
詳
細
は
粕
屋
町
商
工
会
又
は
福

岡
県
経
営
金
融
課
☎（
６
４
３
） 

　

３
４
２
４
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

    

     

●
概
要 

①「
定
年
の
定
め
の
廃
止
」、「
定

年
の
引
上
げ
」
又
は
「
希
望
者

全
員
の
継
続
雇
用
制
度
」
の
実

施 

②
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る

高
年
齢
者
に
係
る
基
準
に
つ
い

て
労
使
協
定
の
締
結 

※

①
②
い
ず
れ
か
の
措
置
を
実
施

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 

※
「
高
年
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
か
ら
人
事
・
労
務
管
理
制

度
に
関
す
る
専
門
ア
ド
バ
イ
ス

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。 

●
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
東

☎（
６
７
２
）
８
６
７
４
又
は

粕
屋
町
商
工
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

■アクセスマップ 

交流広場 

粕屋町バラまつり 

【メイン会場】駕与丁公園展望広場 

5/16(日) 10：00～16：00 

かすやよさこい i n バラまつり（雨天中止） 

●問い合わせ　粕屋町環境課公園緑地係 
　　　　　　　☎938－2311　内線492 

第６回 

○オープニングセレモニー（10：00～） 

○バラ苗・園芸資材の販売 

○バラ育成相談 

○子ども向け遊具（フアフア） 

○地元物産販売やお食事処も用意 

○和太鼓 

○ウインドオーケストラ　ほか 

【サ ブ 会 場】かすやドーム交流広場 

グラウンド 
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５月の行事予定 

  6日(木) ５月定例理事会 
 10：00  粕屋町福祉センター 
12日(水) 粕屋町老ク連グラウンドゴルフ 
 大会 
 9：00  粕屋町中央スポーツ公園 

３ 

月 

の 

行 

事 

 

■
３
月
定
例
理
事
会 

３
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時 

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

▽
平
成
21
年
度
最
後
の
理
事
会
と

な
り
、
新
年
度
の
会
長
・
女
性

部
長
の
届
け
出
、
会
員
数
の
報

告
な
ど
。 

▽
第
３
回
高
齢
者
学
級
、
新
旧
会

長
・
女
性
部
長
会
、
平
成
21
年

度
定
期
総
会
な
ど
今
後
の
行
事

日
程
と
実
施
要
領
に
つ
い
て
。 

 

■
粕
屋
地
区
消
防
職
員
意
見
発
表
会 

３
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分 

志
免
町
民
セ
ン
タ
ー 

　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
主
催
に
よ

る
第
31
回
消
防
職
員
意
見
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
部
・
中
部

消
防
関
係
者
、
粕
屋
町
・
志
免
町

老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
連
合
会
な

ど
６
５
０
名
が
参
加
。
粕
屋
町
老

ク
連
か
ら
は
、
山
田
副
会
長
、
江

 

頭
保
健
体
育
部
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
意
見
発
表
者
は
、
南
部
・
中

部
消
防
職
員
６
名
と
粕
屋
町
・
志

免
町
消
防
団
員
２
名
が
、
５
分
間

の
持
ち
時
間
で
、
意
見
発
表
が
競

わ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
南
部

消
防
救
命
士
の
山
城
亜
紀
さ
ん

（
23
歳
）
は
、
こ
の
31
回
目
で
初
め

て
の
女
性
発
表
者
と
の
こ
と
で
し

た
。
い
ま
消
防
士
２
年
目
で
、
男

性
消
防
士
と
一
緒
に
厳
し
い
訓
練

に
耐
え
、
特
に
、
救
命
士
と
し
て

の
使
命
の
重
要
性
を
、
昨
年
の
篠

栗
町
で
の
水
害
の
現
場
で
体
験
し

た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

24
歳
か
ら
32
歳
ま
で
の
男
性
消
防

士
７
名
が
発
表
。
日
夜
を
問
わ
ず
、

尊
い
命
を
守
り
、
地
域
の
安
心
安

全
に
使
命
感
を
堅
持
し
て
勤
務
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
さ
き
の
篠

栗
町
で
の
水
害
の
体
験
を
踏
ま
え

た
防
災
に
つ
い
て
、
地
域
の
人
た

ち
の
関
心
と
協
力
が
必
要
で
あ
る

と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
消
防

士
の
方
々
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、

大
変
感
動
を
受
け
ま
し
た
。 

（
粕
屋
町
老
ク
連
副
会
長　

山
田

六
夫　

記
） 

  

■
平
成
21
年
度
第
３
回
高
齢
者
学
級 

３
月
18
日
（
木
）
午
前
10
時 

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　

粕
屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
高
齢
者

学
級
は
、
毎
年
７
月
、
10
月
、
２

月
と
年
３
回
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
度
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
、
感
染
予

防
の
た
め
、
10
月
の
第
２
回
目
を

中
止
し
て
お
り
ま
し
た
。
年
が
明

け
、
流
行
も
収
ま
っ
て
き
た
様
子

を
受
け
て
、
３
月
に
入
り
計
画
・

実
施
さ
れ
た
し
だ
い
で
す
。
初
旬

の
ひ
ど
い
冷
え
込
み
の
後
、
今
度

は
急
に
４
月
半
ば
の
暖
か
さ
に
変

わ
り
、
桜
も
咲
き
始
め
る
陽
気
と

な
り
ま
し
た
。「
貝
原
益
軒
の
お

話
Ｎ
ｏ
．２
」
と
の
演
題
で
、
木
村

辰
也
様
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

木
村
様
か
ら
は
、
昨
年
２
月
同

じ
高
齢
者
学
級
で
、
貝
原
益
軒
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
珍
し
い
お
話
を

お
聞
き
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
か

ら
３
０
０
年
ほ
ど
前
、
元
禄
の
時

代
に
、
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
る

先
駆
者
益
軒
の
「
養
生
訓
」
を
通

じ
て
、
今
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

人
の
健
康
・
長
寿
・
疾
病
予
防
ま

で
、
的
確
に
示
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

第
８
巻
「
養
老
（
お
い
を
や
し
な

う
）」
の
説
明
で
は
、
高
齢
者
の
生

き
方
・
心
構
え
・
食
事
の
仕
方
な

ど
が
具
体
的
に
説
か
れ
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。 

 

○草取り・草刈り 
○植木のせん定・消毒 
○屋外・屋内の清掃 
○家事の手伝い 
○育児支援 
　 （子守・子育て・育児中の家事手伝い） など ☎938-3300

60歳以上の町民の方で、健康な働く意欲のある方は、会員に申し込むことができます。いつでも電話でご連絡を。

事業所・家庭でお困りに
なったとき、経験豊富な
高齢者がお手伝いします。 
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～安全安心、まちづくり粕屋町～ 

粕 屋 町 安 全 速 報  

粕屋町総務課生活防災係　☎ (９３８)２３１１内線２２５ 

●対　象　町内に在住・在勤・在学の18歳以上の人で、町内を原則週１回以上パトロール
出来る個人及び団体 

●申込み　住所・勤務先や通学先など証明できるもの（運転免許証・学生証など）を持って、
粕屋町役場総務課生活防災係（粕屋町役場２階）に直接申し込んでください。申
込み時に希望をとって、後日パトロール用の帽子、腕章などを給付しています。 

●その他　万が一の事故に備えてボランティア保険に加入します。（費用は、町が負担しま
す。）パトロール中に発生した事故は、保険契約内容により補償されます。 

　ボランティアの方々による防犯パトロールや見守り活動などが 

地域全体の犯罪防止に大変効果があります。 

　冬の寒さからも開放されて、「五月晴れ」と呼ばれる行楽の季節になりました。 

　４月に入学した新１年生も学校にもなれて親の手元から離れ、外で遊ぶ機会も多くなります

が、危険を認識する力がまだまだ不十分です。 

　子どもを対象にした誘拐や性犯罪が増える季節でもあります。 

　一歩間違えば殺人などの重大事件に発展する恐れがあり、特に注意が必要です。 

　また、家族旅行などで家を不在にして空き巣ねらいの被害に遭われる方も多くなります。 

　屋内に侵入する空き巣ねらいの手口の約９割がガラス破りや無施錠と言われています。 
　外出する時には、 

　　・玄関や窓などの鍵のかけ忘れがないか必ず確認しましょう。 

　　・窓などには補助錠を取り付けて二重ロックにしましょう。 

　　・近所に買い物や子どもの迎えなどの短時間の外出でも 

　　　めんどうがらずに、必ず施錠をして外出しましょう。 

　　・出かけるときには、ご近所に一声かけて出かけましょう。 

　地域社会での連携が、「安全・安心まちづくり」に大きな役割を果たしています。 
　自主防犯活動では、防犯パトロール、防犯広報、環境浄化、防犯指導、防犯診断、子ども

の保護や誘導・危険箇所の点検などいろいろな活動が行われています。 

　安全で安心して暮らせる地域社会を実現するためには、「地域の安全は、自分たちで守る」
という意識で自主防犯活動に参加して地域の人たちが連携し、防犯の輪を広げることがとて

も大事なことです。 

　パトロールは、子どもの見守りだけでなく地域全体の犯罪防止に大変効果があります。 

　パトロールをする姿をできる限り多く見せて、犯罪者に機会を与えないことが非常
に大切なことです。 

防犯パトロールを実施して
　地域で子どもを守りましょう
防犯パトロールを実施して
　地域で子どもを守りましょう

防犯ボランティア会員募集防犯ボランティア会員募集防犯ボランティア会員募集
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消化器 
リサイクル 
マーク 

　

消
火
器
の
安
全
な
回
収
の
た
め
、

新
制
度
が
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
廃
消

火
器
の
引
き
取
り
・
適
正
処
理
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
効
率
的
な
回
収
シ
ス
テ

ム
が
整
い
ま
し
た
。

問
：
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

と
は
？

答
：
消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を

目
的
と
し
て
、
製
品
出
荷
時
に
廃

棄
費
用
を
徴
収
す
る
前
払
い
方
式

の
こ
と
で
す
。

問
：
現
在
使
用
し
て
い
る
消
火
器
を

廃
棄
す
る
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？

答
：
現
在
お
使
い
の
消
火
器
を
廃
棄

す
る
場
合
は
、
廃
棄
の
際
に
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ー
ル
を
購
入
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
廃
棄
や
買

い
替
え
に
際
し
て
は
、
指
定
取
引

所
や
購
入
さ
れ
た
販
売
店
な
ど
に

ご
相
談
だ
さ
い
。）

廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム 

〜
２
０
１
０
年
１
月
１
日
か
ら
運
用
開
始
〜 

　

２
０
１
０
年
以
降
、
新
し
く
購
入

さ
れ
る
消
火
器
に
は
「
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ー
ル
」
が
は
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。

老
朽
化
し
た
消
火
器
の

破
損
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
9
月
大
阪
市
及
び
行
橋

市
で
、
老
朽
化
し
た
消
火
器
が
破
裂

す
る
と
い
う
重
大
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
一
般
家
庭
の
多
く
で
使
用

さ
れ
て
い
る
消
火
器
は
、「
加
圧
式
」

の
粉
末
消
火
器
で
す
。
こ
の
消
火
器

の
内
部
に
は
、
加
圧
用
の
ガ
ス
ボ
ン

ベ
が
内
臓
さ
れ
て
お
り
、
消
火
器
の

レ
バ
ー
を
握
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

ガ
ス
ボ
ン
ベ
か
ら
放
出
さ
れ
た
ガ
ス

の
圧
力
に
よ
り
薬
剤
が
噴
射
さ
れ
ま

す
。

　

消
火
器
の
本
体
に
腐
食
や
変
形
な

ど
が
あ
る
と
、
そ
の
部
分
が
圧
力
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
破
裂
す
る
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。

破
裂
の
恐
れ
が
あ
る
消
火
器
と
は
…

▽
耐
用
年
数
の
過
ぎ
た
も
の
。（
消
火

器
に
は
耐
用
年
数
が
あ
り
、
本
体

な
ど
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。）

主な指定取引所など

ヤマトプロテック（株）福岡支店 

（株）モリタ防災テック 福岡支店 

（株）初田製作所 九州支店 

宮田工業（株）福岡営業所 

日本ドライケミカル（株）九州支店 

マルヤマエクセル（株）九州営業所 

九州ＦＥ改修センター (株) 

411-4224 

451-7672 

281-6287 

641-0048 

451-0201 

919-1400 

933-6336 

福岡市博多区那珂5-7-12 

福岡市博多区博多駅南5-10-17 

福岡市博多区須崎町5-4 

福岡市東区箱崎ふ頭3-3-20 

福岡市博多区東比恵1-2-30 

筑紫野市上古賀4-9-1 

糟屋郡宇美町平和1-15-15 

社　　　名 電　話 所　　　在 

脳卒中かもしれない。 心筋梗塞かもしれない。 

★ 手や腕がしびれ、力が入らなくなる 
★ ろれつがまわらない、言葉が出ない 
★ 目まい、ふらつき、立てない 
★ 意識がなくなる 

☆ 胸を締め付けるような痛み 
☆ 左肩・下あご・背中の痛み 
☆ 胸の痛みが30分以上続く 
☆ 呼吸が苦しく冷や汗もでる 

このような症状が出たら・・・すぐに救急車を呼んで!!

救急車の適正利用について、皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
救急車を本当に必要とする人のために!! 

▽
キ
ャ
ッ
プ
（
首
の
部
分
）
や
底
部

が
さ
び
つ
い
て
い
る
。

▽
本
体
に
へ
こ
み
や
変
形
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
消
火
器
は
、
早
急

に
点
検
又
は
廃
棄
を
し
ま
し
ょ
う
。

救　急　豆　知　識 

　このような場合、脳や心臓に栄養を送る血管が詰まったり、
狭くなったり、又は破れて出血しているかもしれません。 
　どちらにしても、息ができないような状態だったら、頭や首
を動かさないようにして、とにかく気道確保が第一です。男性
ならネクタイやベルトを、女性ならスカートなどを緩めたりし
て、楽になるようにしてあげましょう。 
　救急車に乗るときは、事後の処置が素早くできるように症状
が出た時間や今飲んでいる薬などを確認して、治療などに同意
できる人が一緒に救急車に乗ってください。 
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禁
煙
チ
ー
ム
で
す
。
今
回
は
、
タ

バ
コ
の
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。 

　

タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
約
4
，0
0
0

種
類
以
上
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て

お
り
、
2
0
0
種
類
も
の
有
害
物
質

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
代

表
的
な
も
の
と
し
て
一
酸
化
炭
素
・

ニ
コ
チ
ン
・
タ
ー
ル
・
カ
ド
ミ
ウ

ム
・
ヒ
素
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
で

す
。 

　

タ
バ
コ
の
害
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、
が
ん
や
呼
吸
器
の
疾

患
が
代
表
的
で
す
が
、
動
脈
硬
化
を

促
進
さ
せ
心
臓
病
や
脳
卒
中
も
お
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
薄
毛

や
白
内
障
・
歯
周
病
・
骨
粗
し
ょ
う

症
・
認
知
症
と
も
関
係
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

就
学
援
助
の
お
知
ら
せ 

　

や
め
た
い
な
・
・
と
思
っ
て
も
な

か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
タ

バ
コ
の
も
う
ひ
と
つ
の
怖
さ
で
す
。

そ
れ
は
、
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ

チ
ン
へ
の
依
存
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　

ニ
コ
チ
ン
が
切
れ
る
と
、
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
集
中
で
き
な
い
な
ど
ニ
コ

チ
ン
の
離
脱
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

　

タ
バ
コ
を
や
め
た
い
方
、
ま
ず
は
、

3
日
間
タ
バ
コ
を
や
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
3
日
を
越
え
る
と
、
ニ
コ
チ
ン

が
体
か
ら
完
全
に
抜
け
離
脱
症
状
も

消
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
食
欲
が

増
し
、
に
お
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ
が
あ
ま
り
に
も

強
い
場
合
は
、
内
服
・
ニ
コ
チ
ン
を

含
ん
だ
シ
ー
ル
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
を

使
用
し
た
方
法
も
あ
り
ま
す
。（
禁

煙
外
来
や
薬
局
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
） 

　

タ
バ
コ
は
、
い
つ
や
め
て
も
遅
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ

や
め
て
も
が
ん
の
発
生
な
ど
の
リ
ス

ク
が
減
り
健
康
に
近
づ
き
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
か
す
や
21
事

務
局　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内
線
５
２
５ 

 

　

こ
の
制
度
は
、
粕
屋
町
立
の
小
中 

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
家
庭 

で
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難 

な
場
合
、
保
護
者
に
対
し
学
校
給
食 

費
な
ど
の
一
部
を
援
助
す
る
も
の
で

す
。 

●
援
助
項
目 

　

○
学
校
給
食
費 

　

○
学
用
品
費
の
一
部 

　

○
修
学
旅
行
費 

　

○
医
療
費
（
特
定
疾
病
） 

　

○
そ
の
他 

●
援
助
を
受
け
ら
れ
る
家
庭 

(

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合) 

ア　

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の

停
止
、
又
は
廃
止 

イ　

市
町
村
民
税
の
非
課
税 

ウ　

市
町
村
民
税
の
減
免 

エ　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
又
は

徴
収
猶
予 

オ　

児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童

扶
養
手
当
の
受
給 

カ　

生
活
福
祉
資
金
に
よ
る
貸
付
け

を
受
け
て
い
る 

キ　

前
年
中
の
当
該
世
帯
の
平
均
月

収
が
、
生
活
保
護
基
準
生
活
費

の
１
・
３
倍
以
下 

ク　

そ
の
他 

●
申
請
の
手
続 

　

各
学
校
及
び
粕
屋
町
役
場
学
校
教 

 

育
児
教
室
の
お
知
ら
せ 

      【
赤
ち
ゃ
ん
体
操
教
室
】 

●
対
象　

第
１
子
が
生
後
２
か
月

〜
５
か
月
児
の
お
子
さ
ん
を
持
つ

方 

●
内
容　

助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん

の
体
操
教
室
で
す
。
首
が
す
わ
る

前
か
ら
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。
赤
ち
ゃ

ん
と
た
く
さ
ん
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ

う
。 

●
日
時　

５
月
18
日
（
火
）
午
前
10

時
か
ら
開
始
（
１
時
間
半
程
度
）　

今
後
は
毎
月
１
回
開
催
し
ま
す
。 

●
参
加
方
法　

前
日
ま
で
に
健
康
セ

ン
タ
ー
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
定
員　

15
名 

※

教
室
の
前
２
日
は
予
防
接
種
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。 

●
持
参
す
る
も
の　

バ
ス
タ
オ
ル 

 【
に
こ
に
こ
離
乳
食
教
室
】 

●
対
象　

生
後
５
か
月
児
か
ら
１
歳

く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ

方 

●
内
容　

離
乳
食
の
基
本
教
室
で
す
。

作
り
方
の
見
学
や
試
食
を
し
な
が

ら
離
乳
食
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

（
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。） 

●
日
時　

５
月
25
日
（
火
）、
午
後
１

時
30
分
か
ら
開
始
〔
１
時
間
半
程

度
）　

今
後
は
２
か
月
に
１
回
開

催
予
定 

●
参
加
方
法　

前
日
ま
で
に
健
康
セ

ン
タ
ー
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
定
員　

15
名 

●
持
参
す
る
も
の　

４
か
月
健
診
時

に
配
布
し
た
離
乳
食
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
国
保
健
康
課
（
健
康
セ
ン

タ
ー
）　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

内
線
５
２
４ 

育
課
に
申
請
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

必
要
書
類
添
付
の
上
、
粕
屋
町
役
場 

学
校
教
育
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
み
締
切
り
日 

　

６
月
21
日
（
月
） 

●
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
学
校
教
育
課 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
２
４
２
・
２
４
４ 



30 

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

後
見
人
育
成
研
修 

　
　
　
　

受
講
生
募
集 

●
目
的　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱

意
の
あ
る
、
力
量
の
優
れ
た
後
見

人
を
育
成
す
る

●
日
時
・
場
所

　

※

全
８
日
、
総
研
修
時
間
48
時
間

▽
開
催
日　

６
月
か
ら
９
月
ま
で
毎

月
２
回
開
催

　

第
２
土
曜
日
（
８
月
の
み
第
１
土

曜
日
）
及
び
第
４
土
曜
日

▽
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

　
　
　
（
１
日
６
時
間
）

▽
場
所

　

第
１
回
・
第
２
回
＝
あ
い
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
長
浜
１

ー
２
ー
８
）

　

第
３
回
〜
第
８
回
＝
ふ
く
ふ
く
プ

ラ
ザ
（
福
岡
市
中
央
区
荒
戸
３
ー

３
ー
39
）

　
　

た
だ
し
、
第
４
回
以
降
会
場
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
資
格　

40
歳
以
上
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
情
熱
が
あ
り
、
成

年
後
見
制
度
の
分
野
で
の
活
躍
を

希
望
さ
れ
る
方
で
あ
れ
ば
、
国
家

資
格
や
専
門
的
知
識
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
。
特
に
、
後
見
人
又
は

そ
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
を
志
す

方
は
歓
迎
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

70
名

●
応
募
締
切　

５
月
27
日
（
木
）

●
受
講
料　

１
万
２
千
円
（
教
材
費

な
ど
一
切
を
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
者
・
障
害
者
安

心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
福
岡
本
部　

☎（
７
３
７
）
２
３
４
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
３
７
）
０
５
０
０

　

h
ttp
://w

w
w
1
.o
d
n
.n
e
.jp
/

　

s
e
in
e
n
k
o
u
k
e
n
-n
p
o
/

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間（
8

年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が
委

託
し
た
左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

５
月
は
、
町
内
全
域
で
∅
20
㎜
以

上
を
ご
使
用
の
交
換
対
象
の
お
宅
の

メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
委
託
業
者 

㈲
前
田
設
備
工
業 

　
　
　
　
　

 

☎(

６
２
１)

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店 

　
　
　
　
　

 

☎(

９
３
８)

４
５
７
６

長
設
備
工
業 

☎(

９
３
８)

７
１
３
５

㈱
倉
田       

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

松
山
工
業
㈱ 

☎(

９
３
８)

２
２
４
５ 

●
交
換
時
の
お
願
い 

・
交
換
対
象
の
お
宅
に
は
、
担
当
の

委
託
業
者
が
事
前
に
訪
問
し
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
な

ど
を
確
認
後
、
交
換
日
を
文
書
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

・
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

・
交
換
作
業
は
、
腕
章
と
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
ま
れ
に
空
気
が
入
り
、
白

く
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

蛇
口
を
２
〜
３
分
間
開
け
て
空
気

を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
４
５
７
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。 

水
道
メ
ー
タ
ー
器 

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ 

◆かすやよさこい in バラまつり 
　かすや祭りのPRと町内の踊り子の交流をかねての毎年
恒例の野外イベントです。 
バラの鑑賞ついでにぜひお立ち寄りください。 
●日時　５月１６日（日）　１０：５０～１５：００ 
●会場　駕与丁公園交流広場 
 

※このコーナーについての問い合わせは、YOSAKOI かすや祭り実行委員会事務局まで☎938-2311（内線 234） 担当：中山 

URL  http://www5f.biglobe.ne.jp/̃k4351/ 　　携帯電話用掲示板　http://8319.teacup.com/k4351/bbs 

◆新曲練習会 
　10周年記念で制作した新曲の練習会を開催します。 
今年は「キャラバン隊」を結成し、感謝の気持ちをこ 
めて、よさこいかすや祭りをPRします。一緒にこの 
曲を覚えて、かすや祭りをもっと盛り上げましょう。 
●日時　５月１９日・２６日、６月２日 
　　　　　いずれも水曜日　１９：２０～２１：００ 
●会場　かすやドームサブアリーナ 
●参加費　１回１００円　※室内用運動靴、水分補給のための水やお茶を持参ください。 
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《
人
権
擁
護
委
員
の
日
》 

「
全
国
一
斉
特
設
人
権 

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す 

〜
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
町
の 

　

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
〜 

　

あ
な
た
の
悩
み
を
人
権
擁
護
委
員

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

●
日
時　

６
月
１
日
（
火
） 

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。
町
の
身
近
な
相
談
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
、

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
近
隣
と
の
ト

ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。 

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

　

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。 

●
人
権
擁
護
委
員 

　
　

森　

紘
さ
ん 

　
　

八
尋
須
恵
子
さ
ん 

　
　

澤
田
初
美
さ
ん 

　
　

岩
田
敏
之
さ
ん 

　
　

伴　

久
子
さ
ん 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
総
務
課
庶

　

務
係　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
２
２
３ 

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ 

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
で
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行

政
の
仕
組
み
や
手
続
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や

関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
の
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

平
成
22
年
度
は
、
左
記
の
と
お
り

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

〈
行
政
相
談
日
〉 

●
日
時　

毎
月
第
１
火
曜
日
（
原
則
） 

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午 

    

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
（
粕
屋
町
大
字
長
者
原
２
５
２
） 

　

☎（
９
３
８
）
６
８
４
４ 

●
行
政
相
談
委
員 

　
　

鳥
飼
裕
子
さ
ん 

　
　

安
松
初
美
さ
ん 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
総
務
課
庶

　

務
係　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
２
２
３ 

 ５月 11日 （火）
 ６月 １日 （火）
 ７月 ６日 （火）
 ８月 ３日 （火）
 ９月 ７日 （火）

 10月
 ５日 （火）

  19日 （火）
 11月 ２日 （火）
 12月 ７日 （火）
 １月 11日 （火）
 ２月 １日 （火）
 ３月 １日 （火）

粕屋町総合計画後期基本計画策定に　あなたの力を 

総合計画審議会委員募集 

　町では、第４次粕屋町総合計画（平成18年度から平成27年度までの10年間のまちづくりの指針と

なる計画）の後期基本計画（平成23年度から平成27年度までの５年間の計画）を策定中です。 

　将来像である「みんなで創ろう ゆとり いきいき ふれあい かすや」実現のため、町民参加によるま

ちづくりを推進しています。今回その一環として、総合計画審議会委員を募集します。 

　 

●応募資格　粕屋町在住又は在勤の20歳以上の方で、まちづくりに関心がある方。 

●募集人員　４名程度 

　※応募者多数の場合は、書類選考(年齢・性別・地域などを考慮)をさせていただきます。 

●募集期限　５月28日（金）まで 

●内容　粕屋町総合計画審議会条例により、町長の諮問に応じて粕屋町総合計画に関する事項につ

いて、必要な調査及び審議を行う。６月から平成23年２月までに、数回開催予定。 

●応募方法　粕屋町のまちづくりについて、どんな町になってほしいかなど、簡潔にご自分の思い

を書いて、氏名・住所・電話番号・性別・年齢・職業及び勤務先又は通学先・各種団体な

どに所属してあれば団体名及び役職名などを明記の上、はがき・封書・メール・窓口のい

ずれかによりご応募ください。 

※選任後、氏名などの計画書及び町ホームページなどへの掲載を予定していますことをあらかじ

めご了承ください。 

●宛先　粕屋町役場　企画課（〒８１１－２３９２　粕屋町駕与丁一丁目１番１号） 

　　　　Ｅmail　bosyu@town.kasuya.fukuoka.jp 

●問い合わせ　粕屋町企画課（☎９３８－２３１１ 内線２３２・２３４）へ 
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コンビニで税金・料金を納めることが
できるようになりました。
　粕屋町では、水道料金のほかに４月から下記の税金・
料金の支払いがコンビニエンスストアで出来るように
なりました。

　▽固定資産税　 
　▽町県民税 
　▽軽自動車税　 

▽国民健康保険税　 
▽後期高齢者医療保険料 
▽認可保育所保育料 

●対象税・料目

　

３
月
31
日
付
で
、
次
の
方
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

　

長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

◎
退
職 

▽
満
行
貞
夫
（
会
計
管
理
者
） 

▽
神
川
隆
史
（
総
務
課
長
） 

▽
藤
野
敬
一
郎
（
企
画
課
長
） 

▽
藤
本
秀
夫
（
国
保
健
康
課
長
） 

▽
安
松
チ
ズ
子
（
西
保
育
所
園
長
） 

▽
天
野
譲
二
（
学
校
給
食
共
同
調
理

場
所
長
） 

▽
長
駒
夫
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
） 

▽
小
南
善
幹
（
地
域
振
興
課
課
長
補

佐
） 

▽
山
田
好
美
（
学
校
給
食
共
同
調
理

場
給
食
係
） 

▽
松
井
佳
代
子
（
介
護
支
援
課
主
査
）

　
 

　

４
月
１
日
付
で
職
員
を
採
用
し
、

同
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。 

◎
新
規
採
用 

▽
山
田
昌
典
（
総
務
部
総
務
課
主
事
） 

▽
吉
永
裕
一
（
総
務
部
企
画
課
主
事
） 

▽
谷
村
健
太
郎
（
住
民
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
主
事
） 

▽
赤
松
由
美
子
（
住
民
福
祉
部
介
護

支
援
課
主
事
） 

▽
秋
山
哲
哉
（
都
市
政
策
部
地
域
振

興
課
主
事
） 

▽
安
藤
梨
緒
（
住
民
福
祉
部
住
民
福

祉
課
主
事
補
） 

▽
門
司
直
子
（
西
幼
稚
園
教
諭
） 

▽
岡
田
真
理
子
（
中
央
幼
稚
園
教
諭
） 

 
◎
異
動　
（　

）
内
は
旧
所
属
で
す
。 

【
総
務
部
】▽
部
長
兼
会
計
管
理
者

兼
財
政
課
長　

田
代
眞
（
財
政
課

長
）▽
参
事
（
部
長
級
）
兼
会
計
課

長　

渋
田
雅
雄
（
会
計
課
長
）▽

参
事
（
部
長
級
）
兼
税
務
課
長　

岩
﨑
章
一
郎
（
税
務
課
長
）▽
総

務
課
長　

八
尋
恵
治
（
総
務
課
課

長
補
佐
）▽
企
画
課
長　

工
藤
早

苗
（
企
画
課
情
報
管
理
係
長
） 

【
議
会
事
務
局
】▽
議
会
事
務
局
長

（
部
長
級
）　

長
克
義
（
議
会
事
務

局
長
） 

【
住
民
福
祉
部
】▽
部
長
兼
子
育
て

支
援
課
長　

長
保
幸
（
子
育
て
支

援
課
長
）▽
参
事
（
部
長
級
）
兼
住

民
福
祉
課
長　

柴
田
和
明
（
住
民

福
祉
課
長
）▽
参
事
（
部
長
級
）
兼

介
護
支
援
課
長　

清
武
稔
（
介
護

支
援
課
長
）▽
国
保
健
康
課
長　

水
上
尚
子
（
子
育
て
支
援
課
課
長

補
佐
）▽
大
川
保
育
所
保
育
士　

内
山
志
峰
（
中
央
保
育
所
保
育
士
）

▽
仲
原
保
育
所
主
任
保
育
士　

入

江
由
紀
子
（
中
央
幼
稚
園
主
任
教

諭
）▽
仲
原
保
育
所
主
任
保
育
士

山
口
優
子
（
中
央
保
育
所
主
任
保

育
士
）▽
西
保
育
所
園
長　

吉
武

粕
屋
町
役
場
の
人
事 

順
子
（
西
保
育
所
主
任
保
育
士
）

▽
西
保
育
所
主
任
保
育
士　

小
橋

和
代（
仲
原
保
育
所
主
任
保
育
士
）

▽
西
保
育
所
保
育
士　

直
田
智
美

（
仲
原
幼
稚
園
教
諭
）▽
中
央
保
育

所
主
任
保
育
士　

牛
島
比
呂
美

（
西
保
育
所
主
任
保
育
士
）▽
中
央

保
育
所
保
育
士　

白
久
美
香
（
中

央
幼
稚
園
教
諭
） 

【
都
市
政
策
部
】▽
部
長
兼
都
市
整

備
課
長　

工
藤
龍
一
（
都
市
整
備

課
長
）▽
参
事
（
部
長
級
）
兼
環
境

課
長　

安
河
内
利
昭（
環
境
課
長
）

▽
参
事
（
部
長
級
）
兼
地
域
振
興

課
長　

黒
瀬
富
芳
（
地
域
振
興
課

長
）▽
参
事
（
部
長
級
）
兼
上
下
水

道
課
長　

松
永
誠
一
（
上
下
水
道

課
長
） 

【
教
育
委
員
会
】▽
事
務
局
次
長

（
部
長
級
）
兼
社
会
教
育
課
長　

因
友
幸
（
教
育
委
員
会
・
社
会
教

育
課
長
）▽
事
務
局
参
事
（
部
長

級
）
兼
学
校
教
育
課
長　

山
田
栄

司
（
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課

長
）▽
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所

長　

宮
川
健
二
（
上
下
水
道
課
課

長
補
佐
）▽
大
川
幼
稚
園
主
任
教

諭　

田
中
真
智
子
（
大
川
幼
稚
園

主
任
教
諭
事
務
取
扱
）▽
仲
原
幼

稚
園
主
任
教
諭　

松
元
由
美
（
中

央
保
育
所
保
育
士
）▽
西
幼
稚
園

主
任
教
諭　

田
中
紀
子
（
西
幼
稚

園
主
任
教
諭
事
務
取
扱
）▽
中
央

幼
稚
園
主
任
教
諭　

小
森
美
紀

（
仲
原
保
育
所
保
育
士
）▽
学
校
教

育
課
図
書
司
書
（
大
川
小
学
校
勤

務
）　

神
屋
聡
子
（
社
会
教
育
課

図
書
司
書
）▽
学
校
給
食
共
同
調

理
場
調
理
員　

工
藤
智
美　

用
務

員
（
粕
屋
中
学
校
勤
務
） 

 

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。 

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。 

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。 

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
日
時　

５
月
14
日
（
金
） 

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時 

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

　

研
修
室
３
・
４
（
粕
屋
町
役
場
の

　

前
） 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ 

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７ 

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６ 

　

川
口
學
ま
で 
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と　

し　
　
　
　
 

く　
　
　
 

た
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
で 

　
　
　

  

ほ
う
こ
く　
　
　
　
 

〔
俳
句
〕 

わ
が
家
に
も
三
寒
四
温
至
福
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭
悦
子 

つ
つ
じ
燃
ゆ
お
参
り
多
い
鬼
子
母
神 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ 

ふ
き
の
と
う
楽
し
む
年
齢
に
な
り
に

け
り　
　
　
　
　
　
　

安
松　

時
子 

美
し
き
緑
こ
ぼ
れ
る
宿
の
膳 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子 

筑
後
路
や
耳
納
連
山
鐘
か
す
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子 

は
っ
と
す
る
こ
ぶ
し
の
花
の
白
さ
か

な　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩 

亡
き
姉
が
土
筆
を
摘
み
て
私
待
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ 

梅
香
る
茶
屋
で
一
服
句
帳
繰
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ 

曲
水
の
雅
び
の
せ
か
い
今
を
生
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子 

菜
の
花
に
老
友
つ
ど
う
能
古
島 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉 

菩
提
寺
の
庫
裡
の
裏
庭
白
椿 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や 

幸
せ
と
云
う
は
春
待
つ
心
に
も 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ 

還
暦
の
祝
の
席
や
雛
飾
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子 

物
忘
れ
多
く
な
り
た
る
暮
春
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代 

春
待
つ
日
園
児
の
笑
う
声
高
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子 

パ
チ
リ
パ
チ
リ
爪
切
る
音
や
春
の
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子 

初
蝶
や
御
仏
巡
る
つ
づ
ら
坂 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄 

す
っ
ぽ
り
と
大
地
を
包
む
水
仙
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴 

回
廊
の
幾
何
学
模
様
梅
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子 

犬
ふ
ぐ
り
空
の
青
さ
を
た
ぐ
り
寄
せ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子 

無
人
駅
梅
満
開
に
迎
え
ら
れ 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸 

雪
割
草
陽
の
や
わ
ら
か
き
一
人
の
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子 

老
の
身
の
畑
や
終
日
春
の
見
え 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
た
け
し 

春
一
番
老
ひ
の
ね
む
り
を
け
と
ば
さ

れ　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子 

水
温
む
駿
河
の
国
の
旅
三
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝 

花
明
り
幸
福
乗
せ
て
門
出
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
喜
久
代 

〔
川
柳
〕 

服
装
の
乱
れ
大
臣
か
ら
苦
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮
み
ど
り 

ほ
ろ
苦
い
春
が
来
ま
し
た
蕗
の
薹 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵 

漢
方
の
苦
さ
に
春
の
予
感
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月 

苦
い
の
は
君
の
舌
だ
け
か
も
知
れ
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

榮
市 

ぽ
つ
ね
ん
と
子
去
り
部
屋
に
温
度
計 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道 

さ
ら
さ
ら
と
無
情
の
雨
が
降
り
止
ま

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫 

石
一
つ
本
物
に
な
る
ま
で
磨
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛 

ゼ
ロ
一
つ
足
す
と
本
物
ら
し
く
な
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子 

本
物
し
か
通
用
し
な
い
子
の
世
界 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き 

本
物
の
私
を
見
せ
る
ノ
ー
メ
イ
ク 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の 

 

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
電
話
番
号
）
を
書
い
て
、
掲
載
希

望
月
の
前
々
月
末
ま
で
に
郵
送
か

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
企
画
課 

　

広
報
広
聴
係　

☎(

９
３
８) 

２ 

　

３
１
１
・
内
線
２
３
３ 

軍
艦
島
に
波
ひ
た
ひ
た
と
旅
の
景 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子 

ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄
せ
て
く
る
温
暖

化　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子 

本
物
を
紛
う
ば
か
り
の
造
花
展 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

節
子 

ひ
た
ひ
た
と
不
気
味
な
波
の
地
震
跡 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
ヨ
シ
子 

チ
リ
地
震
日
本
に
津
波
ひ
た
ひ
た
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵 

傷
跡
に
ひ
た
ひ
た
染
み
る
春
の
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子 

寝
た
ふ
り
で
ム
ー
ド
窺
う
遺
産
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き 

〔
短
歌
〕 

友
よ
り
の
便
り
な
つ
か
し
筆
の
あ
と

み
ん
な
元
気
と
報
告
の
せ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子 

春
が
す
み
忘
れ
雪
ふ
る
狂
い
空
花
前

線
も
迷
い
つ
つ
来
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝 

 

町
内
指
定
医
療
機
関 

が
ん
検
診
の
申
し
込
み 

　

次
の
と
お
り
、
町
内
指
定
医
療
機

関
で
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。 

●
内
容
・
対
象
者 

　

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん 

　
（
40
歳
〜
70
歳
ま
で
の
方
） 

●
検
診
期
間 

　

６
月
１
日
（
火
）〜
８
月
31
日
（
火
） 

●
自
己
負
担 

　

胃
が
ん
検
診　

１
，２
０
０
円 

　

肺
が
ん
検
診　
　
　
４
０
０
円 

　

大
腸
が
ん
検
診　
　
２
０
０
円 

●
申
込
み
方
法 

　

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー 

　

に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。 

●
申
込
み
期
間 

　

５
月
10
日
（
月
）〜
７
月
30
日
（
金
） 

※

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
。（
医
療
機
関
で
検
診

を
受
け
る
際
に
必
要
で
す
） 

※

町
内
指
定
医
療
機
関
の
が
ん
検
診

を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
健
康
セ

ン
タ
ー
で
の
が
ん
検
診
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。 

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
国
保
健
康
課
健
康
推
進
係

　
（
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
） 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
５
２
５
・
５
２
６　

 

第
３
次
粕
屋
町 

国
土
利
用
計
画
策
定 

　

粕
屋
町
の
発
展
と
自
然
環
境
を
活

か
し
た
健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境

の
確
保
を
図
る
た
め
の
町
土
の
計
画

的
・
合
理
的
土
地
利
用
の
指
針
と
し

て
、
第
３
次
粕
屋
町
国
土
利
用
計
画

（
平
成
22
年
か
ら
平
成
32
年
の
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た
。 

　

粕
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
、
役

場
１
階
町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
粕
屋

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
図
書
館
）
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
企
画
課　

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
２
３
２ 
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寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名 

寄　

贈　

主 

亡
く
な
ら
れ
た
方 

居

住

地
 

年
齢 御

　

礼
 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

町の人口 
人　口　 

22年 

21年 

20年 

男 女 世帯数 
3月末現在 

22　年 

前年対比 

81件 

＋4件 

0人 

±0人 

104人 

＋7人 

2月末現在 町内の交通事故発生状況 

発生 
発　生 
件　数 死者数 負傷者数 

区分 

５月の税金  42,267 

41,050 

40,134 

20,973 

20,410 

20,001 

21,294 

20,640 

20,133 

16,898 

16,388 

15,903 

固定資産税　　　第１期 
軽自動車税　　　全　期 
国民健康保険税　第２期 

国民健康保険税　第1期 ４月の 
税   金 

納め忘れていませんか 

ゴールデンウィークの 
休日急患診療実施診療所一覧 

■ゴールデンウィークの休日急患診療を、 
　下記のように実施いたします。 
※診療時間はいずれも午前9時～午後5時です。 

※休日在宅当番医が変更になる場合もあります。 
　事前に病院などへ確認してください。 
※内科・小児科は、内科のみ・小児科のみとなる場 
　合があります。 

5/2(日) 

5/3(月) 

5/4(火) 

5/5(水) 

町 名 

宇美町 

粕屋町 

篠栗町 

粕屋町 

町 名 

病院名 

久恒病院 

片井整形外科・内科病院 

篠栗病院 

福岡青洲会病院 

病院名 

電話番号 

932-0133 

938-4860 

947-0711 

939-0010 

電話番号 

〈外　科〉 

〈内科・小児科〉〈歯科〉 

5/2(日) 

5/5(水) 

～
 粕屋中南部休日 

診療所 久山町 652-3119 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ 

上
大
隈 

髙
原　

愛
子 

髙
原　

和
博 

76 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ 

上
大
隈 

藤
田
ア
サ
子 

藤
田　
　

萬 

91 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ 

上
大
隈 

村
島　

良
司 

村
島　

絹
江 

77 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

長
者
原
上
長
寿
双
葉
会 

長
者
原
上 

鹿
毛　

明
義 

鹿
毛　

ヨ
シ 

99 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ 

上
大
隈 

瀧
本　

義
輝 

瀧
本
キ
ミ
エ 

90 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ 

上
大
隈 

須
賀　

真
一 

須
賀　

郁
哉 

10 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

戸
原
区 

戸　

原 

長　
　

恭
邦 

長　
　
　

進 

68 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

阿　
　

恵 

三
浦　

五
郎 

三
浦　

和
子 

75 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

原　
　

町 

恵
良　

靖
彦 

恵
良　

節
子 

51 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

江
辻
区 

江　
　

辻 

鬼
丸　

正
好 

鬼
丸
亜
希
子 

30 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

酒　
　

殿 

權
堂　

敏
治 

權
堂
イ
ソ
ノ 

102 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

花
ヶ
浦
区 

花
ヶ
浦
長
寿
会 

花
ヶ
浦 

原
田
キ
ヨ
ミ 

原
田
五
佐
男 

83 

（糟屋郡久山町大字久原3168-1）

急
募 

粕
屋
町
学
童
保
育
所 

指
導
員
の
募
集
に
つ
い
て 

　

保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
児
童
（
小
学
１
〜
３

年
生
）
に
対
し
、
授
業
の
終
了
後
に

学
校
施
設
な
ど
を
利
用
し
て
適
切
な

遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
て
そ
の

健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
各
小
学

校
に
学
童
保
育
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
指
導
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。 

●
職
種　

学
童
保
育
所
指
導
員 

●
募
集
人
数　

３
名 

●
身
分　

粕
屋
町
臨
時
職
員 

●
勤
務
時
間 

　

▽
学
業
期 

　
　

午
後
２
時
〜
午
後
７
時 

　

▽
土
曜
日
、
長
期
休
業
日(

夏
休
み)

　
　

な
ど 

　
　

午
前
８
時
〜
午
後
７
時 

　
　

(

８
時
間
程
度) 

●
賃
金 

　

▽
学
業
期　

日
額  

３
，５
２
０
円 

　
　
　
　
　
　
（
月
額
５
万
円
程
度
） 

　

▽
長
期
休
業
日 

　
　
　
　
　
　

日
額  

７
，０
４
０
円

　
　
　
　
　
　
（
月
額
７
万
円
程
度
） 

●
資
格　

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
人 

※

要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
な
ど
の
資
格
を

有
す
る
人
を
歓
迎
し
ま
す
。 

●
勤
務
先　

町
内
４
小
学
校
内
の
い

　

ず
れ
か
の
学
童
保
育
所 

●
提
出
書
類　

臨
時
職
員
登
録
申
請

　

書
（
総
務
課
備
え
付
け
の
も
の
） 

●
受
付
期
間 

　

５
月
10
日
（
月
）〜
５
月
14
日
（
金
） 

　
（
土
・
日
を
除
く
）  

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

●
提
出
先 

　

粕
屋
町
役
場
総
務
課
人
事
係
（
粕 

　

屋
町
駕
与
丁
一
丁
目
１
番
１
号
） 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
２
２
３ 

●
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
２
４
３ 
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

５月の行事予定表５月の行事予定表５月の行事予定表

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 リズムあそび 

第35回町民ソフトボール大会 8:30～　　　  粕屋東中学校・粕屋中学校・粕屋中央スポーツ公園  

第32回町民卓球大会 9:00～　　　 かすやドーム  

日曜パパママ学級 10:00～12:00 健康センター 対象者の方には通知いたします 

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児 

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備） 

６月上旬の行事予定表旬の行事予定表６月上旬の行事予定表６月上旬の行事予定表

※ＢＣＧ・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。 
※ポリオ投与は予約制です。電話又は健康センター窓口でお申し込みください。☎938-2311(内線524・525・526) 
 

1　(火) 

 

2　(水) 

 

 

 

 

7　(月) 

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱ 

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児 

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備） 

おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 砂あそび 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 室内・戸外遊び 

赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください） 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成21年7月生まれの児 

子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 戸外あそび 

健康相談 9:00～12:00 健康センター 平成22年度から場所が変わりました。 

ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます） 

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児 

2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成20年1月生まれの児 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 親子クッキング（クッキー作り） 

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です 

園庭開放 10:00～11:00 西保育所 戸外あそび 

パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について 

4か月児健診 13:40～14:10 健康センター 平成22年1月生まれの児 

3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成19年4月生まれの児 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 季節の製作（あめの日） 

4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成22年1月生まれの児 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成20年10月生まれの児 

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です 
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17　(月) 
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25　(火) 

 

 

 

 

27　(木) 

6　(日) 



10：00〜16：0010：00〜16：0010：00〜16：00
会場　駕与丁公園展望広場会場　駕与丁公園展望広場

日5月16日5月16日5月16日 開催開催バ
ラ
ま
つ
り

バ
ラ
ま
つ
り

バ
ラ
ま
つ
り

バ
ラ
ま
つ
り

主催／粕屋町バラまつり実行委員会
後援／粕屋町

photo:高木憲三

◆ 同 時 開 催 ◆◆ 同 時 開 催 ◆

かすやよさこかすやよさこい い in n バラまつバラまつり!
　　　　　　　　　　　　　 （　　　　　　　　　　　　　 （交流広場 ※雨天中止交流広場 ※雨天中止）　）　

◆ 同 時 開 催 ◆

かすやよさこい in バラまつり!
　　　　　　　　　　　　　 （交流広場 ※雨天中止）

第6回第6回第6回

粕
屋
町

粕
屋
町

粕
屋
町

関連記事25ページに掲載




